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第十八卷

菱電井發
昭和十七年

今こそ非常時であム、女九新建設の時代である。我等は幾多の懇

難に堪へつ＼將來に大光明を望見して居る。日々刻苦努力を重ねる

とともに、新精和Nて心躍るを覺える。

卷

月

頭

我等の生産は業として營利を拒女肌てはψないが、實に國家公業

の一翼なのである。その運用經營は國策にそふて進めら肌ねぱなら

ね。例へぱ研究、技術、特許櫂、てれ等すべては十二分に活用さ肌

るを要するが、1剛僑に開放飢用されることを意味しない。國家至一'

の公算に從つて運用さ肌ねばならね。而して努力の所逢、殊に技術

經驗は國家公共の資産と考へねぱなら松。

第 ^ 競

今茲に事情の許す限厶に於て若干の記録を炎表するに當つて駿表

者は多くの欣ぴを以てするの外、何等誇bを示す屯のではない0 既
゛

往にっいて當事者は至責任を威ずるとともに、國家祀會に對し深厚

なる威謝の念を禁じ得ない。將來への誓ひと飛躍の決意とを1包壊し

つ＼年餘努力の成果を印刷に附し得九ことは、洵に幸甚の至厶であ

(正木)る。

寺

言
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未曾有の超非常時局に際兪し、自主的技術の確立力阿員く要望され、研究の彪、要が各力面で謡に叫ぱれて

居て、我々技術に携ろ岩の、責任の愈々重大なるを痛感tろ次第であるが、茲に年頭に際して、昨 16年
患

中に於ける、我赴研究部の研究の概要を記して、大方の御批判と、一屑の街噛劇逹を乞'、と共に、技術報國

の哲を更に新に、國難突破に向つて邁巡致庭い凸老へる次第である。

昨年中の研究は各力面に亘り、その成果は直に設計に、工場に庶用されて、塑磊,の上に具現せられたも

のも捗し主せぬが、時局柄發表の自由を有さぬものが多くを占めて居るので、茲にのべるのはその一部に

限られる事は止むを得ない。概要をのべれぱ、先づ理論的方面では、演算子注、鐵共振回路、無線回路理

論方面に二三の寄與がなされた。電子土學方面では、水銀整流器は大電流用のものに主力をそXぎ、格子

制御時の通弧にっき、多くの成果を得た。逆雛換器の研究、陰極点固定等も研究され、應用巴しては、イづ

ナイトロン抵抗熔接器も、改良が行はれた。衝撃問題は、超縁協調の力面に努力が續けられて居ろ。本氣清

淨器等、特殊應用力面にも研究が巡められて居る。無線關係では、理論的研究の外に、主主して、周波數

縫湘、超短波、極超短波の領域に力が注れ、相當の成果を得た。材制關係は、硝子織維羅縁の贊用化にち丈

力が拂はれ、その特性、浸潤剤等の研究占共に、硝子繊維絶縁の裟電機も試作試驗を行った。合成絶縁油

の研究毛續行されて居る。叉眞室管硝子は、種々の研究改良の結果、略滿足すべき物を得更に推んで無弸

酸硝子の研究が行はれて居り、高周波碍子用高珪弸酸硝子づイ卞レックスも、窯業的完成を見るに至った。

次にその個六に就て略述する事とする。

羨会電才疑

研究部の概況

(3)

、

1.演算子法

近年演算子法の發展に伴ひ、その根本的、應用的方面

について論艾の稜表されろものは勘くなく、益々應用數

畢上に於て重要な地位を占めつ、あろが、當祗に於ても

昨年中にとの方面に關して二三の寄與がなされた。ω

從來演算子法に於ては、

を考慮すれぱ、

の逆演算子アを

d

dt (2)ア' ^^
.

古して論を進めて居るが、とれは誤であつて、(1)の逆

演算子は
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を得る。とれ即ち(3)式に外ならぬ。
d
ではなく、かくの如く、ア"の逆演算子アは、 dt

(3)式忙て表されるものである事が明になつたが、此の

關係を考慮すれぱ、從來演算子法に於て、疑問とせられ

て來た種々の問題が、悉く解決さ肌、交ラづラス奨換と

は別個に、それ自ら獨自の基礎を有する事が判明するの

である。

篭學誌 16年4月 P.168,5月 P.253(1)弘

19 回聯大 3-116年9月弓マ

羨会電井發

一般に飽和織心を有する回路は、所謂非直線回路とし

て、その理論的取扱は困難な事が多いが、殊忙とれ力晶堺

電容量と共振する場合には、現象は非常に複雜となり、

理論的取扱も一眉困難となろ。しかし斯る回路は、熔接

奨歴器の過渡現象、逆雛換器回路、周波數饗換装置、途

電線の異常電氣振動、中性黙反轉現象等、所謂強電方面

にも、叉通信回路にも屡々發生tる重要な問題である。

とれに關し、

(a)鐵共振の如き印加電座忙よる共振

(b)高周波自勵振動の發生

の二方面に分ち、種々の方面より實驗的並に理論的考察

を加へた。ω今後の研究に俟つべき黙も多々あるが、

得ら札た結果の大略は次の如くである。

(1)先づ高調波或は分數調波振動が發生する事がわ

かった。單に回路特性の非線型に基き高調波の

發生を見るが、奇數亥のみなら中、偶数次の高

調波も獲生する事を知つた。叉特に飽和が進め

ぱ、 30サイクル、 20 サイクル等の分婁r胴波、及ぴ

その高調波(例へぱ 100サイクル)等が發生して

來る。

(2)直列共振回路では、3 種の平衡状態があり、そ

の中のーつは不安定で、他の二つが賓際に現れ

る。そのーつは鐵共振した場合である。

(3)共振の發生は、籾期條件により定り、實驗的に

その限界を定めた。

(4)並列共振回路でも至く同樣の考察が行はれる。

(5)鐵心のインづクタンスが飽和により減少すろと、

とれと靜電容量との間に、高周波自勵振動を發

生tる場合がある。

2.燮歴器回路の低周波電氣振動

(6 )

(フ)

回路定數の周期的饗化が自勵振動を生中る。

その他種々の回路(飽和インダクタンス、塗座器回

路、單和及三相回路)につき、廣く賓驗を行

ひ、振動の姿態を調べた。一般に、單相回路で

は整數倍の千均周波數の振動が、三相では、3,

9,15,21,・・・・・・倍の周波数の振動が起乙。何れも

周波數、及ぴ振幅燮調をうけて居る。

(1)林:電評 16年9月、 10月、 11月(未完)
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格子制御水銀整流器の運轉上、重大な障碍となるもの

X一つ忙、運弧沖の通弧が擧げられる。即ち制御格子の

制御能が失はれて、勝手に電弧が通中る現象で、殊に化

學用水銀整流器の如く、大電流用のものに於てその現象

が著しい。とれの原因については種々考へら札るが、そ

の各々につき各種の賢験考察を行ひ、その原因を確める

と共に對策を確立する事が出來た。ω

通弧を起す主な原因、及ぴそれに對する對策の主なも

のは亥の通りである。

(1)陽イオンの擴散忙よる通弧。

直流出力側に突然短絡の起つた際、叉は低い格

子率で重負荷をかけた様な場合、その大電流電

弧から擴散する陽イオンが、他の陽極の制御格子

に流入して、制御格子の負電位を減少せしめ、

制御能が失はれて通弧に至る場合があろ。第 1

圖は長尺カメラによる撮影にてとの過程を示す

もので、整流器の直流側負荷を、短絡に近い低

抵抗にして、格子率牢か以斬吹格子率を大なら

しめた際、陽極電流が堆大するι共に、電弧か

ら他の制御格子に流入する擴散陽イオンが増大

し、途に通弧を始めるに到る現象が明かである。

とれの對策としては、陽極筒、制御格子、浮游

格子等の形駄、構造を適當に設計して、消イオン

面を大にする一方、制御格子の負偏倚電座の電

源客量を充分大ならしめろ必要がある。叉短絡

の起きた際、制御格子を附勢してゐる電源を、

可及的速に遮断してやる樣保護装置を考慮する

必要があ乙。

(2)陽極と制御格子の絶縁耐力、及ぴ絶縁抵抗の不

良に基く通弧。

格子制御水銀整流器の通弧3.

三

野
野
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陽極巴制御格子問には、直流電座の2倍の電座

が加はるから、叶の電座に對して充分耐える必

要がある。

(3)格子回路の振動電座による通弧。

2n粗整流器の格子を附勢するのに、星形接續

の饗座器を用ひた場合、その附勢用塗座器の電

源側開閉器を開いても、開閉器開放時に電弧を

通じて居た陽極、及ぴ之ι 180゜位相を異にす

る陽極は電弧を持續する。とれは陽イオンにょ

ろ振動電座が、格子附勢用堕座器に生じて居る

爲である。との現象の防止には、格子巴陰極間

に、此の振動電座を吸收する何等かのインビーダ

ンスを挿入ナれぱよい。叉格子附勢用塗巫器の

一女側に、並列に蓄電器を挿入する事も有効で

ある。

叉塾流器の運轉に當つて、並列陽極の電流の不平衡も

聽流器忙とつては大敵である。並列陽極の電流の不平衡

は、格子附勢用電源容量の過小、黙弧電駆の過大、黙弧

電厭それ自身の不平衡、或は敷流器の過冷却等に基因す

ナ.
1チ1

^

る事が多い。併しとれ等に對する對策は、些か前記の陽

イオンの擴散に依ろ通弧の對策條件巴相反すろ駄がある

から、とれの設計に當つては、愼重な考慮を拂はねぱな

らない。叉此の陽極電流の不平衡は、前託の通弧、殊に

(2)の場合に依る通弧主、原因を等しくナろ事があろ

事1、硫められた。

(1)濱田(時)、滅田(賢):191川聯大 7-2 16年9月

濱田(時)、濱田(賢):三菱電機 16会二 H 月 P.257

4.水銀整流器の陰極黙固定に

よる電弧安定度

フk銀塾流器に於て、陰極黙を固定すろ事により、電弧

が著しく安定し、從つて勵弧電極電流を相営に減少して

も、安定に電弧を維持出來る事はよく知られて居る處で

ある。しかしとの現象は、整流器の雛逝陰極黙固定の方

式、勵弧回路の定數、勵弧電座、及ぴ負荷の状態等によ

り影響され仲々簡單ではない。茲には當社MJ-315 (直

流電座 250V、整流電流 15A、イづナイター起動)を用ひ

て贊験した結果の一部を簡單にのべる事にすろ。
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第 2 圖

現象を簡單にする爲に、直流を用ひて試驗した結果は

六の如くである。陰極黙固定は陰極引出線に使用するモ

りづデン棒(直徑2.5粍)を陰極水銀面上に2托だけ践出せ

しめて行はせた。試驗回路は第2圖の如くであ乙が、先

づ S..を入れて整流器を起動辻しめ、抵抗 R を調整し

て、電弧電流を 5A位にし、陰極黙が固定さ札るのをま

ち、電弧電流を減少せしめる。安定度を表すには、便宜

上2分厩に 0.1A づX電流を減少せしめ、 2分以内に電

弧が清減した場合はその電流値を記鉄し、とれを各電墜

に於て 25 回行ひ;各電弧電流に於て2分間以上の壽命

をもつて居乙ものを、百分率で表す事にした。猫整流管

の動作状態を支すには、陰極室尖端器壁の温度測定を以

て目安としたが、主として周圍温度の饗化等の爲に、多

少の温慶差は免れなかつた。

浩果は第3 圖に示す。同圖(a)は回路1こインダクタンス

なき」易合、(b)はインダクタンスを有する場合である。第

3 鬮(a)より大体豫葱の如く、電源電座が堆す程電弧

の安定姓功U曾t事が邦辨1さ紅乙。叉回路のインダクタンスが

If勍に働く事は(1))よ'り明で、 52V以上では電座の影

響は殆んど見られなくな乙。インダクタンスの影轡は、當然

電弧が消減せノし主す乙侍に高電墜を焚生して電弧を保持

せんしす乙作用によるもの◆解釋され乙。

5.格子制御逆燮換器

格子制御水銀整流器を逆饗換器として使用するのに、

周波数の堆加、叉は遜減と、直流側より交流側への電力

の縫換がある。當赴に於ては、先づ商周波誘導電氣城用

電源(1000 サイク1レ附近)として、直流又は商用周波數

の多相交流より、單相 1000 サイクル附近の交流を得るべ

く研究を行つて居乙。

逆饗換器として用'、る場合、塾流用として使用する場

合の格子制御に比して、消イオン時間の短縮、制御格子

1,1,1・'1州
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第 3 幽険極黙冏定による鼈弧安定皮

の劃バ乍力誹邑對に硫實な乙事が必要であり、との外忙、整

薪謁昂の場合士異つて、回路の特殊1生、即ち負荷の性質、

大小等により、入力電流、出力電墜、波形等が著しく影

習をうける困挑があ乙。消イオン時問の短縮に對しては、

格子擶浩の改良、イオンの吸收方法、消弧中の陽極の負

電座持績期問の増長等が老究された。

第 4 圖は 900 サイクル{こ於ける抵抗負荷の出力電墜波

形であつてU相常廣沌圍に亘り、周波数を自由に加減せ

しめ褐.乙様に、電唖分配器によ乙他勵式格子制御により

直流より 1000 サイクル附近に於て、數十千口ワットの麺換

をして居乙。自衝丘t格子制御方式に就て、研究中である

が、他勵式に比して制御能が劣り、且つ負荷によつて周

波數が左右され乙嫌があり、あまり面白くない凸考へて

居乙。

叉商用刷波數より 1000 サイクル1リξの商周波を得.る事

も研究中で、小夫見模乍ら、第 5 圖の如き方式で三相 60

サイク}レより 1000 サイクル以上の交流を得た。第6 圖はそ

の波形を示すオシロづラムである。

6.燮歴器の電位振勤

縛托當靴に於て完成した 220kv、 50,oookvA 單相饗
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第 5 圖

座器に航ては、一昨年秋衝撃試験の新規程案に基いて衝

撃試驗を行ひ、その詳細は昨春①發表した處である。試

験に當つては衝撃波形直覗装置忙より、塗唾器内部電位

振動を祀録すると共に、共振法によつて鑓座器定數を求

めたが、との兩者の問の關係に就て若干考察を加へて見

た。(2)

燮座器卷線内の電位振動は、周期及減衰時問を異にt

る室間定在波の合成にて表されると老へられろから、第

7 圖の共振曲線より得られろ室間高調波を、卷線の各タ

ツづ位置に於て合成し、之と衝藥波形直覗装置から得ら

れた電位振動曲線との比皎を試みた。との場合、とにか

く衝撃電巫印加勳が、室間定在波の苛綱よになろ時間巴、

腹黙になる時間とに分けて、夫々分析すれぱ相當よく兩

者が一歎する事力語忍められた。第8圖はその一例で、中

性谿より略々払の黙の振動で、破線は直覗装置のオシ

口づラムを、鎖線は各高調波を重疊したものであろ、貴線

は各室闇定在波を表す。電駆印加黙より、約30μS間は、
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第 8 圖タツラの篭位振動

電座印加黙を振動の節黙として偶数高調波をとり、60μS

以後は印加黙が腹黙になつたものとして脊數高調波を採

用する事にすれぱ、圖に見る如く相當よく一致する事が

知られる。 30μSから60μSの問は兩現象の移る過渡時間

と解釋すれぱよい。

かくの如く現象を2段に分けて考へれぱ、直覗装置に

よ名波形と、共振法による高調波の合成とが、かなりょ

く一歎するが、電墨印加黙が節勳から腹黙に塑る事は、
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衝梨電座發生器の電弧がきれた事を意味すろ。勿論直覗

装置は、球間隙の代りに、サイラトロンを用ひて居り電墜

も低いので、實際高電座を叩加した時に至然同じ事が起

るかどうかは問題が殘る。

(1)小野、共他電學誌 P.11116年4月

(2)横須賀、内田 18回聯大 67 16年4月

フ.坐厘器套管のV-T 曲線

近時羅縁協調問題がやかましく論議されろ様になつて

燮座器套管の衝撃電座特性が問題となつて來て、最近と

れに關する論文も漸く多きを加へつXあるが、我國に於

羨▲電才發

a刃

ては未だ寶際の套管についてのデータは、比較的少い憾

がある。套管自身の衝撃電座特陛も勿論重要であるが、

附屬間隊を附して、絶縁協調をはかる様な場合、間際も
"ノ

一緒に含めて特性を考慮する必要がある。套管は單純な

棒間隙主異り、その外部構造及内部雛造によつても、各

特性を異にすべく、叉その配置も當然問題となり、仲々

簡單ではない。從つて、、各種套管について、實際にその

特陛をしらべ、データを蓄積してゆかねぱならぬ。當赴

に於ても、最近標準の套管の二三につきVT曲線を測定

し、附屬ル邪糸の特性も一二賓驗研究したので、ωその結

果についてのべろ。
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乾燥氣中に於て 69kV及ぴ34.5kV の蓄電器型套管に

ついて、 VT 曲線を測定し九結果は第9圖の如くであろ

但し套管には、第 10 圖の如き附屬間隙が附してある。

結果を見るに、同程度の標準棒間隙よりは、多少電座が

高い様であるが、その傾向はよく一致して居る。叉 69

RV 蠢管につ仏て、ル邪崇長 51Cm に於て、上部電極を

10omm 球、50mm球及ぴ棒の三種に鍵へて、各特性を

しらべたが、その結果は、との程度の電極の曲率の差で

は、1博性にあまり影纓が認められなかつた。問隊を室管

中心から寓作して、その特性も調べたが、闇隊長55Cmに

於ては中心1巨睡 17.2Cln から 49Cm の範園では殆んだ

距凱による差は認められホ、負波の場合は距雜の狹い方

が、寧ろ放電の遲れが大きい様な結果となつたが、その

差は僅少であつた。とれには問隙長が畢井部を及ぽt様で

ある。

叉沿面放電率も鯛べたが、正波の場合よりも、負波の

方がからみつき易く、且つ放電時間が短くなる程、から

みつき易くなつた。賢際問題主しては、との型の套管で

は、碍管から數Cm以上蹴せぱ、滑面放磁を起t事は先

づあるまい占考へられる。

(1)横須賀、長沼:

横須賀、長沼、碓ξ1」1:

羨人電キ雙

35

30

・-1・・ー・ー・
1・-1-・・・十・・ーー「・

近時搬途式述隔測定力式が廣く用ひられる様になり、

易b金式繼電力式も漸く貴施される様になつて來たが、そ

れには先づ線路の搬途特性を知る必要がある事は云'、迄

もない。最近日本發途電關西力面一次筵電所を、關西給

電所問に設置豫定の搬挨述隔測定妓置の豫備試験占して

電話線の搬途特性を調杏すろ機兪に惠永れたので、それ

について帳告する。

實驗力法は、各麺電所に發振器を、關西給電所に檢波

増幅器を置き、抵抗減衰器、インビーダンス電橋を用ひて、

線路の減衰、漏話、及ぴインeーダンスを測定した。岡は

その一二の例を示すものであつて、次の通りであ乙。

第 11圖小曾根塗電所一關西給電所問減衰特性

亘長 10IM (内譯 6kM 鷲續、 41くM 架室

線)

第 12 圖同上インeーダンス特性

0

8.

第 U 剛

日本霞送電關西方面電話

線搬送特性の實測

"

Z。、θ。、波動インビーづンス及ぴ位相角。

Z。C、β。C 受電端開放の場合。

ZSC、βSC 同上短絡の場合。

第 13 圖和戸雛電所一開西給電所間減衰特性。

以上の特性にて減襄、インeーダンスに高低のあるのは、

電續巴裸架室線の鞭目による反射の爲であり、將來贇際

に使用の際にぱ、インビーダンス・フ'りチンづ・トランスを用ひれ

ぱなくなろものであろ。

以上の結果より、一般に近距航用搬途逮隔測定は、3U

dB 以下の減宗巴老へられ、とのデータは渡波器の設計

等に參老になるものであろ。

19 回聯火 8-7 16年9 ナ1

三菱〒に機 16年10 門 P.250

川波駿 KC

小竹根關IH誹合'所電話線"216 減喪1村生

薄板、砥に輕合金の熔接忙イづナイトロン熔接機の優れ

て居る事は周知であるが、熔接さるべき板の厚さが厚く

なろにつれて、銘q妾電流時閥及電極座力を制御する事に

より、此較的小容量の熔接機を以て、相當の厚板にても

均一な、優良な鎔按を行ひ得る事は已に昨年の一河琥に

於てのべた處であろが、今回との桁噺卸盤の改良を行ひ小

型郁量なもの占なした。第 14 鬪はその爲眞であるが、

1型と稱し、 50,00OA 及 35,00OA の熔接機主糾.合せ使

用される。

上述の熔接機ば、熔接用イづナイトロン占しては、鐵槽

イづナイトロンを使用するが、此較的薄板の熔按には後述の

硝子製イづナイトロンで充分であつて、今回Ⅱ型と稱tる

型を研究開發した。との型は専.ら簡單輕量なる事に重き

を置き、硝子イづナイトロンを使用し、熔接時問のみを制

御し、電極墜力は簡單の爲に制御せぬ事としてある。熔

接能力ぱ使用イづナイトロンにより異るが、 MI-175 を使用

9. 電氣抵抗熔接機
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10

す乙もので、熔接出來る板の厚さ 1粍、熔接電流25.000

Aである。

叉縫合熔接機用時問制御には、從來は眞室管、放電管

等による純電氣的方式忙よつて居たが、今回三菱Ⅲ型古

稱す乙同期廻轉接觸子を使用する、機械的方式が採用さ

肌た。時問制御は按觸片回路に挿入された 30 個の電鍵

の開閉により、電流通電及休止を調整す乙。1個の電鍵

が電流の 1サイクルに相當する。との方式は、従來の純

電氣的力式に此べて、構造簡單、堅牢、取扱調梨容男ハ

動作砕資、蛤檢容易等の種々の利黙を有する。

10.る肯子イづナイトロン

近時抵抗熔接桜の電流制御に、イづナイトロンの優れた機

能が廣く認められてから、盆々その需要が多くなりつ、

あ乙。當赴に於ては、今迄は熔接機用としては、専ら鐵

槽型イづナイトロンを使用して來たが、比較的小電流のも

のには、硝子製イづナイトロンで充分であつて、最近主と

して熔接用凸して、 MI-120、 MI-150、 MI-175 の三

種の硝子イづナイトロンを棚乍した。第15 鬪はその外觀、

第16圖は熔接機として用ひた場合の特性を示t。

硝子イづナイト0ンの利螺'は、何占云つても第一に取扱

の簡單にあり、硝子イづナイトロンを採用する事により、

熔接機は著しく小型輕量となり、容易に可搬式となし得

菱'電井甕

るので、ア1レミニウム電線の接續等にも好都合のものと思、

は丸る。叉鐡等の寳材を要さぬ事も高く評綴さ乙べきで

あらう。

イづナイト日ンの生命主も云'、べきイづナイターぱ、黙弧電

力の少い事、黙弧の確寳な事,、水銀により糯らされざる

事、壽命の長い事等が絶對に此、要で、その黙弧機佛につ

いても未だ明でない處多く、經験によれぱ單に高抵抗を

附與したのみでは不充分であつて、相當大な乙電流谿麼

を要するものである。その黙弧機構に就ても目下種々の

學詮があろが、何れにしても未だ滿足なる毛のなく、
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イづナイターの研究は相當困難な問題であるが、多年研究

に努力した結果、朱だ改善の餘地は多々あろが、壽命の

永い、信叔{性のある特性のイづナイターが多量に得られる

樣になつたので、單に熔接機用のみならず、今後砧子

イづナイトロンの用途は相當廣仏ものと思、はれる。

第 17 圖

菱'電井發

A'ー.ス

/加鰯肱高正電位線

.

中問高正電位線

確難装置及平行敗塵板の断面圖

粉木ノ理諭的通路

V。が求めんとすろ最大風速、 A は極板の間隔、しは

極板の長さである。ν'は中問高負電位板より接地板へ

の粉末の流速で、亥式で與へられる。

當赴で、所謂多段荷電力式の室氣清淨装置を先成し、

良好た運轉成績を納めて居乙事は咋年報告した所である

が、との式では電航部と收塵部とに、別々に直流高電墨

が加へられる爲に、電離部及ぴ收塵部の砥成を、各々最

も合理的に選ぶ事が出來、從つて、機器の能率を極度に

高める事が出來る。

今第 17 圖の如き電極配置に於て、各種の大きさの聖

挨粒子に對して、之等を取除き得・る最大風速を理論的に

求めると六の如くなる。①

死・・』.ーー這。や北一>
但し三。:靜電界張度ポルト/糎

ι:電子の荷電=4.804×10、'゜e.S.U

堅峡粉末上に着き得る電子數11:

r:塵峡粉末の半徑、糎

ガスの粘度/ι:

え:塵峡粉末の誘電率

本装置に上式を適用して算出し九結果は、弟1表の如

くである。
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寳際に工場に本装置を取付けて、抽染し九璽峡の顯微

鏡嶌眞を第玲圖に示す。上祀理論式より得た結果巴、

蜜際に捕集した堕峡の六さとを比較するに、貧際上殆ん

ど完至に上祀開係が成立する事が確められた。

(1)尾島:三斐確機 16年2月貌 P.71
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第 18 圖捕柴せる塵挨の例(約 140 倍・)
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12

12.無線部、門

1.結合並行線回路の四端子網理論①

極超短波回路によく用ひられる並行線の結合回路を、

四端子網として一般的に處理したものである。之に依つ

て在來 Cutandtry の方法で調整を行つて來たに對し

理論的根嫉を與へる事に成功した。例へぱ第 19 圖の如

き回路に於いて、

竝行線單獨のインビーづンス 1P

結合四端子網占してのインビーづンス Z。

巴すれぱ、 Z。/1V は結合庭元に従つて第20圖の如く塗

化する。此れに依り兩竝行線の距雛を如何にすれぱ適當

なインビーダンスを得る事が出來るかを理論的に導く事が

出來ろ。その際四端子網の位相常數はπ/2 になる。倫

此の回路は

羨'電,井契

但ι=結合部の長さ

π=任意整數

を中心に複帶域浦波器を形成する。即第21圖に示す如く

ι=ーー・(1+21Z)

鄭←→4

哉

の範圍の波長のみを通過するのである。波波器としては

米國に於ける Nford 氏の使用例が有ろが、氏の理論に

は不備の黙が有る。

此の種の回路を使用すろに當り注意すべき黙は、端子

抵抗が適當でない巴周波數跳躍現象が起る事である。

(1)薄井 ξ,1Ξ、

昭15年2月r琶」

昭 16年Ⅱ月^グ:

ノノ:19 昭16年秋

_上二竺ニゴ
入力ーーーーー身

入力ーーー^

(a)

、

ーーーー^出力

2 超高周波霞振器に於ける内外回路の平衡條件①

眞室管内部回路が發振機構に及ぽす影響を考究し、超

短波以下の發振器、三極管、磁電管或は大阪管の發振器

改良の寳料を與へた。此れは發振管主周波數安定器巴の

結合に對しても重要な贅料占なろものである。

眞室管内部回路は等債竝行線占して考へる事が出來る

今内部等便竝行線の

インビーづンス:1V。

傳播常敷:フ。=α。十jβ。

負荷(竝行線系或は集中同調回路)の

インビーづンス: Z

巴する古、綜合したインビー幻スは次式にて表される。

更に

(b)

第 19 圖

.
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1 .. 21)
α=、2-tanh l+(ア0十qり

2q
みー tan、1

1-(プ十qり

となり、β。ι。十h=ππ/2 より波長が決定され、α。4。十

αが至抵抗である。此の抵抗分の大小に依り發振の難易

が定まる。

三極管發振器1こ於て、發振波長跳躍現象に悩まされる

事は度々起るのであるが、此の解振に依り、その現象の

理倫的根擦を得る事が出來、從つて對策を講ホる方法を

知る事も出來る。

此の解振は蛮驗的にも確めたものであ乙。

a)縛井、田村':18 聯入

3.超高周波反結合霞娠器用周波數安定器ω

大阪管或は磁竃管等1こ於いて、周波数安定器はある程

度滿足なものが陽られてゐる。然し同じ方式を反結合式

の二極管獲振器に用'、る場合には相當に無理が有る様で

ある。勿倫超垣波でも宿長い波長の領域ではコルスター圓

路の如き博別な形の安定器が用ひら札るが、1m~2m程

慶で度用1こなるものは未だ無い。依つて此の範圍で簡單

な安定器をぢ案し、現在阻當な成果を得てゐるが、更に

安定度を高めるべく研究檀行中である。

此の睡D安定器は磁遜管等の極超垣波逸信管にも鱸用

可能であり、その成果も俟つべきものがあ乙。

周波数安走器D豫1蒲研究中、超厩波三極管發振器の周

波数縫動畿融に就き考究し、此の理論的、1則康を明にした

電源詣墜の饗動に依乙周波數渉動の県因は大別して次の

五項がおへられる。

(イ)各電極熱的膨脹

鷺P

第 22 絢

(sin 6+jcoS の

内 0=β。+0,/2+6。/2

本式は普通の三極管の陽極電流を表す式

IW=),W三少十ン加Eg

と同一型である。更に

300

羨A電キ發

(ロ)陽極、補極間位相差の饗化

(ハ)補極損失に伴う回路常數の迷化

(ニ)室間電荷効果

(ホ)非直線特性により積分される周期伸張率の坐化

此等各項に就いて考察賢驗を雉めたが、結局△入伽 ly

Ξ0,(乙五,は夫々陽極電流及ぴ電厭)な乙賓驗式が簡單

で寧ろ合理的である。

三極管 SX-1 を用ひた買驗の一例を第22圖に示す。

同圖は三,忙對する波長鍵化の状況で、參老に 1,の代

表的燮化を黙曲線で記入した。圖中

(a)は單回路で安定器のみ附した場合

(b)は Push pU11 で安定器のみ附した場合

(C)は Push puH で安定器とアンテナを共tて附け

オ・り'・/、

(d)は Push pUⅡでアンテナのみ負荷しメC場合

であ乙。

(D 蒋外: N聯入

4.電子流速度璽調管における基礎計算

最近極超短波發振器として注目の的となつてゐるクラ

イストロンを中心に基礎計算を行つた。一部は本誌昨午 7

月ωに發表したが、大略宇田教授の御講義②を基とし

て、斐分異なる親黙から此の問題を論じ、比較的筒單な

多極管と類似の特1生1こ還元すろ事に成功した。

即ち、第23 圖の如く、B口ncher の間隙、 Bunching space

及ぴ Catcher 間隣の走行角を夫々β,,6。及ぴ 0。とし、

且つ加速靜電電位 E。, Bund〕er 問隊の高周波電墜三,

Sil)ωt, catcher ル邪京の高周波電座三。sinωt とすると、

置子流 1。に依つて Catdwr に誘起され乙電流は六式

にて表され乙。

1。=(&十j6D 五。十(g独十jh,) E,

g。=・・ー゜ー.・・「三一、〔'2(1-COS O。)ーグ。 sin β。〕

-1-〔2 Sln 6.-0。(1+COSOD〕6.=ー、 .

0

1。 1y 6. 6。
gリ十j厶M="Ξ・が.o sin、一互一sin一互、

400

.

13

nlA

NO

10';!

5

fo 4

6り 3

OU
り

ごU

U

IP ゴノ/』

0

"^

ーノ,ニ.ニシ'

IrHJ

.^

0

20U

三

1
2

b),、
0、(

ノ

人

ノ

ノ

t,1

行
の

C

ノ

丁
入

入
、

/

Υ
イ

ノ

ち

一

、
、

Φ
メ

ノ

し

d

1＼S

一
門

ノ

η
ト

イ

七

τ
弌
入

ノゞ
ノ
十

一
ノ一

ノ

゛
d

又
q

、
'
ぐ

札

>

ヒタス
P
/
P



14

主すれぱ

0*(川ート,0.・0。
、

,.。・(ー"・.(針・・)・・〔・・血・・,・1

g =1L-1-〔2a-COSOD-0。sinβ0go =i:ーー尻一〔2a-COSOD-oosinβ0

6独=0

6.→・0・,・'・・(管内靜電容量と代置出來る。)

從つて、(1)式の gM, g、のみを取り、内部抵抗む=1/

g。,等債増幅率μ=g誹/&なる三極管として取扱う事が

出來る。此等の大略の値を知る便主して、第24岡を參

照されたい。

(D 薄并:三菱確機昭16年7" P.194

(2)宇田新太鄭(束北帝大):昭15年電學合仙台講召會

5.空洞共振器の研究

室洞共振器は極超短波同調器として、外部に電磁波の

放射が無く、叉比較的導體表面が廣い爲に、勝れた性能

を持つてゐる。最近、誘導出力管及ぴクライストロンの同

12

菱▲電キ雙

(1)

瑜 1 1
E, shいVt

゛

E。 sin、vt

1 1

←』,yI m三、 0.

1.1

1二0

Bunchcr

ざユーーー

0.

60

0,フ

第 23 岡
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第 24 岡

調器巴して賃際に使用される様に成り、亦周波數安定器

等特殊な用途も亦廣い。

常赴に於いては、誘導W.力管 R.CA 825 の同調器と

して回樽扇形共振器の特性を或る程度知るを得た。第25

圖の如き寸法のものでは同調波長約73Cmで、中央H0隊

を狹くすれぱ波長は伸ぴる。出カルーづの六きさ汲ぴそ

の短絡位置を加減すれぱ或ろ程度の共振帶域を特つ樣に

/よ Z)。 4
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猫、同心圓筒形の共振器についても賢験を行ひ、その

直接應用ιして吸收形波長計を老案した。此れは同心圓

筒の内部導体を動かし、第 26 圖に示した圖形中間隙ι

を饗化せしめ乙のである。その周波数特性は同圖の曲線

で示した如くで、横軸の目盛が玄の長さを表ばt。此は

Vloomm程度迄正修に禎める様な幟造になつてゐろ。

出力檢波は普通の鑛石を用ひたが、相當鏡敏な感度を得

る事が出來た。然し 30cm程度の波長を測定するには、

アンテナを適當に選ぱなげれぱならない。更に一腎の賢用

化を計りつつぁる。

6.周波數燮調

最近無線に於いて問題になつてゐ乙ものに雑苛妨害が

有るが、此れに航いて、從來の振幅塗調より周波敷疑調

の方が良いと'言はれてゐる。振幅鎚調は途信機の搬途波

振幅を喬聲電流等に依り塗化せしめ、受信機側でその振

残▲電井發

幅燮化を取り出してゐるのであるが、周波數燮調に於い

ては、搬途波の振幅は燮化せしめ中、その周波数を言聾

等に應じて饗化し、受信機側で周波數の焚化を檢出する

のである。當赴に於いて、振幅縫調、周波數饗調兩方式

の途受信機を試作し、比較實驗した結果を以下に示す。

此に依れぱ、周波数奨調の方が雜晋妨害も亦混信妨害其

他の黙に於いても勝れてゐる事が判乙。

(イ)榊逝

途信機は第27圖の如く、周波數縫調、振幅塗調の双力

を含むもので、周波數 40~45M.C.出力 15W である。

周波数鱗調古似よ「6工7G」を用ひたりアクタンス智に依るも

ので、①其の刷波數偏位井性は第28圖及ぴ第29圖の如

くであ乙。

受僑識は振幅篭調受信磯及ぴ周波数堕調受信機を別個
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に試作した。夫々第30圖及び第31圖にその構造を示す

何れもスーバーヘテロづイン方式で、受信周波數は 38~妬

M.C.中問周波數2.1M.C.である。此諸特性は下の如く

である。

振幅饗調受信機綜合利得 125db

通過周波數帶域幅 20KC

周波數麺調受信機振幅制限器迄の利得 90 db

帶域幅 20OKC

最大周波数偏位士10OKC

振幅制限器、周波數辨別器は普通の周波數饗調受信機の

講造とは相當異れるもので、共の特性ぱ第能圖乃至第

34圖に示t。

(ロ)此較試驗結果

第35圖及ぴ第36圖のオシDづラムは兩方式の衝撃性雜

吾に對する特性を示せろもので、前者は塗調晋出力が同

ーになる様に調整した場合、後者は無塗調の場合である

此の圖に於いて明であるやうに、振幅饗調が衝鞭性雜吾

に妨害されて殆んど信驍吾を聞き得・なかつたに反し、周

菱▲電キ雙

1段周波数燮羽、、ド段振幅燮羽
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第 34 制 j',,1 波数辨別、器特性

波數燮調では殆んど妨害を受けなかつた從つて火花等に

依る雜昔の多い場所'では周波數雛調力式が可成り有効で

ある。

亦途信桜を當靴肺戸測乍所屋上に置き、受信機を船に
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菱会電井發

'゛

^

乗せて火i堀野内に出で通僑武験を行つた。12~13Km位

迄は受信畿に特列D宅中線を要ぜホ、亦β5~35Km'凱

丸た淡路島洲本沖に於いても充分な感慶を得た。その際

の實驗に於いて、短波等に依る混信妨害:も兩方式で相常

な相異が有乙事を知り得た。

以上要するに、周波数縫調方式は、或る場合には振幅

筵調方式忙比して優秀な陛能を硬揮t乙ものであ乙占言
^

へ乙 0

(1)豐田、杉影:篭通誌

轟 全气

'式

イ謡¥

J、=ー

第 37 別

60

1,'・、1

0.2

抽

フ.超短波送受信機

本機は海上数粁の船間連絡用に用ひられる電信及ぴ電

話粂用の通僑機で、途信機、受信機、配電盤、波長計及

ぴ線輪(途受用)收界哉より放乙。第 37 幟1はその爲眞

であ乙。

波長 9.5~5.5m の間の任意の周波.數を述擇し得乙

が、之は超短波が可覗距航内では電界が損く外では急に

電界が弱まるので他に妨筈を及ぽす事少ない占言う理由

で趨ぱれたものである。途信機はセルフであるが、周波

数の安定を期し、且つ如何なる室中線にも適合する如く

Matching circuit を避んだ。蓄電器目盛對波長及ぴ出

力の關係は第 38 圖に示すやうに、矢張り波長の短くな

るに從つて出力が急に減少する。受信機は超再生檢波で
'

あ乙が、檢波管とし,て五極智を使用し、且つ受信機の自

己轆身すを輕減する様に工夫した。

陸上 3.5Kmの距離での試驗では電話でで'も充分通話

出來たがf唯波長に依つては放績の悪い・暘合も起つた。

例へぱ 9.5及ぴ 6.5n)では非常に明瞭であるのに、その

近傍の 9.7及ぴ 6.on)では稍惡いと言'、如くで、之れは

陸上では途受信機と冶近くに建物が多く、それ等に依乙

互,゛割,

赳短波

^

「^

17

途

80

^り?'

受

反4ナ電波が干沙を起す爲と老へられる。海上では 6Km

迄試驗したが、略々滿足すべき結果を得た。

8.三菱大阪管

磁電管及ぴ大阪管は極超短波獲生管として非常な期待

を受けて居り、且つ謡に賞用されつつぁる。最近は一般

通信のみなら中特殊通信にも利用されやうとしてゐる。

就中、大阪管は、出力の黙で磁電管に及ぱないが、動作

の比岐的安定な乙東、亦周波數饗調を殆んど伴はない振

幅饗調を睿易に爲し得.乙事等の特徴を有してゐる。営爪に

に於いては大阪管の試作を行つて居たが、昨午MO・・200,

MO-201等を得て、之を霞尖した。三菱六阪菅MO-2の2

は陽極回路側及ぴ補助回路側共に同程慶の強烈な灸振を
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第 39 岡

誘發出,來る事を特徴とし、贊驗回路の一例を示せぱ第39

圖の如くである。贊際使用に當つては、例へぱ、高電位

の陽極側 0,の部に多段定常波回路の如き周波數安定器

を装備して動作を谷々安定化し、低電位の補助電極側0、

の部に室中線負荷を取り得.る。第如圖が本管の外觀であ

つて、その規格は亥の如くである。

管名稱 MO-202

管直徑 24mm

管至長 117mm

線條最大電厭(ν/抗α%) 2V

同上最大電流(b"14%) 3.2 A

許容陽極損失(D,魏α%) 12W

最六陽極電座(V,沈α%) 150O V

側端電極電駆(VD 0~150V

所要最六磁界(1H万la%) 2000ガウス

贊用發生波長 q) 40~28Cm

その出力は約 IW程度である。猫、第23圖に於いて並

行線 0,,0。の長さを塗へた場合、鞍生波長其他の堕化

する駄況を第 41 圖に示す。其他諸特性に關しては本誌

昭16年7月①に詳細な裟表をした。

三菱六阪管の應用に就いても研究を世め、既に通信'機

0.

1"

昏 菱▲電キ讐

0」

1ι

川,1-・・→

11

も試作してゐる。第42圖は波長訟Cm の途信機の外觀

であ乙。

捨、本管用及ぴ一般磁電管用占して電磁石の試作もし

てゐるが、例へぱ第43岡は磁極問隔を妬mm 以下の

範圍で調節磁來、種々の直徑の管に使用出來る。磁界は

最大訟00 ガウス程度である。

(1)'瑪場:三菱硯'機昭16年7 "

學誌昭 14年3打確ノノ:

昭 16年5 打ノノノノ:
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13.合成絶縁油

合成絶縁油は、最初饗座器油として、鉱油の代りに、

不撚性であると云ふ黙を主な目的として開獲されたが、

米國に於て、イナティーンとか、ビラノール等と稱して相當廣

く用ひら札て居る處の、芳香族化合物の鹽素置換体」よ、

其誘電率が鉱油の二倍程慶、即ち5程度であ乙事が、蓄
゛

置器の誘電体として非常に有利である事力琵忍められ、そ

の方面で殊に重要性を増して來て居る。

との種類の合成油として、最も多く用ひら札て居る化

合物は、鹽化べンゼン、應化チフェニール、鹽化エチルベンゼン

等であり、主として、粘慶、凝固黙等の要求により、普

通一種類のみでなく、二種或は三種が魚昆介して用ひられ

て屠る。實際に如何なる化合物を選ぶ小に當り、電氣的

特1生が優秀なるべきは勿論であ乙が、數或は光等に對す

る化合物の化學的安定1生は、最も重覗されなけれぱなら

ぬと誘へられる。との見地から數午前'より研究を暹めて

居るが、其のーつの結果として、鹽化エチルペンゼンの、

側頗のαの位置に塵素を導入し、脆塵酸反熈を起させ

た後重合せ'しめると、重合條件により、安定な液体をi与

る事・に成功した。との反馳;は、第 44 圖の如き、スチロール

亜シ合反愈の如き反應を行含、ものと老へられ、重合度によ

り得られ乙液体の粘度を異にし、重合度商きものは、固

体樹惜状物質とな乙。絶縁油として適當な液状体の、特

竹の一例を示すと次の如きものである。

比顕 15

擾固勵一30゜C

絶縁耐力 40kv/mm以上

3.フ

菱会電井發

゛0

jo

U lfx) 2【〕0 3ω 4ω

温奥('C)

硝丁濠鮫雛の打甜長力の澀度特性

高温に於て機械的の強度は低下し、連續使用中1こ、饗形

其他の故障を起しはせぬかと云ふ心配があ乙。叉高温時

に於て、風化作用をうけて、強慶が低下tる巴云ふ事も

當然考へられ乙。

高温に於ける機械的1生質の一例として抗張力の簗化を

第 45 鬪に掲げ乙。(a)は温度をあげた場合で何れも大

体の傾向は、常温よりも 100゜C 附近にて強さを堆し、

200゜C 附近にて一度低下し、 300゜~如0゜C にて再ぴ上

打・、夫れよりは温度の上男・と共に急に低下すると云'、形

を抓る。との雛化の程慶は、ア1レカリの含有量の少いもの

程犬きく、アルカリの多くなる程高低の雛化は少くなり、

温度の上打'と共に掘度は低下すると云二、傾向を示す。圖

の A は 0.15%、 B は 1.6%、 C は 12%、 D は 19.4%

のア1レカリを含む硝・子であ乙。次に高温に加熱されたも

のが、室温に冷却された時の抗張力は、第妬圖(b)の如

き塗化を示す。ア}レカリ含有量の少い硝子は、 200゜Cから

250゜C 位に加剣は札ても、常温時の抗張力以上の値を

保つが、アルカリ含有量が多くな乙と、カル勲に依り抗張力

は低下するー・力であ乙。

以上は永に勳ての測定結巣であ乙が、テーづ K就ての
0

測定も同一結果を尓した。

長時問加熟の影響は、例へば 200゜C に加熟すると、

19

第"圖

14.硝子繊維の機械的性質

消子繊維が絶縁材料として捜多の優秀な性質を有す乙

事は各方面で重要覗され、代用乱辻云'、よりは寧ろ重要

た薪興絶縁材'料として注目さ札、近時とれに關す乙研究

は頗乙多い。當赴に於ても、夙に之れが鰹用贇用化につ

き研究を巡めて居乙が、硝子繊継の使用上1之軍要な問題

た乙機械朗性贊を、種々の方面より取調べ九が、二三興

眛ある結果が得られた。

硝子繊維の特長として、耐熱性が擧げられるが、石綿

等と異り、高温に於て軟化と云'、現象が起る。從つて、
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趣類にょり異るが、早いもので 50時間、長くて120乃

至130時間位で、抗張力は約半分に低下tるが、其後は

大体一定値主成る事力杯挫められた。

以上何れの結果より見ても、耐熱性はアルカリの含有

量少きもの程優秀である事が知られ、各力面で唱へられ

て居る事に一致する。

15.硝子纎維用浸潤割浸

備子繊維の電氣機暑絲餅歌材料としての第一の特彼は、

その而換次性にあると考へられるが、絶縁の目的からは、

單獨に使用する事は殆ど不可能で、常に適當なワニス類

を、塗布互島紋浸潤せしめねぱならぬ。從つて硝子繊維絶

縁の使用温度限度は、硝子繊紲そのものによるに非中し

て、とれ等浸潤剤によつて制限されて居る有様であり、

耐熱性浸潤剤が要望せられて居る所以である。

目下硝子繊維絶縁用浸潤剤占して提案されて居るもの

は多数にあるが、當赴に於て研究の結果、鹽化ずフェニー】レ

鹽化ヴィニール樹脂、或は夫れ主他の合成樹脂主の共重合

休、或はクロロづレンゴムの如き、ハロゲンを含む物質を用'、

る主きは、優秀な不燃性超縁物が得'られる事が確められ

九ω。電線に感用して不燦N生超縁電線が得られ、叉不燃

隆絶縁管、或はテーづ等占し、紺子,燃北の電氣的性能を

向上せしめる占同時に、耐磨耗性を堆加せし.め、用途ば

廣いものと老へられる。

(1) 1丁許 141417 琥

16.硝子纎維絶縁駿電機

硝子繊維絶縁を、贊際電氣機器に愈削する手姑めとし

て>從來の木制締邑縁電線の替りに硝子繊維超縁電線を、

木綿テーづの替り忙砧子テーづを使用し九直流稜電機を

,試作し、とれの特性をしらべた。試イ乍磯の仕様は次の如

くである。
叫

直流硬電機

..

RX

羨人電キ雙

も、硝子繊維絶縁の場合には、認め得るのではないか主

推察された。

本試作機の温度上昇試.驗を行つたが、補助機の關係上

完至な過負荷駄態になし得中朱だ不充分であるが、最絡

温度 120゜C を得た場合には、外槻上は勿論試験後の黙

檢に'於ても、何ら異常は認められなかった。とれ等から

との推祭は本機についてのみし、か許されぬが、浩し150゜

Cの温度が許される主すれぱ、單に木綿を硝子繊糾に饗

へただけで、出力 19kW にて使用出來る主云'ふM倫に

逮した。

目下本機を使用して、硬に高淵.皮での逹續温度上男試

驗を施行中である。

猫本機に使用した硝子繊維は旭硝子より、硝子絶繰電

線は古河電氣工業よb夫々伐給されたろものであ乙。

17.眞室管用硝子の固有抵抗

超短波眞室管に於ては、硝子の誘電体損の僅少なる事

が要求される事は言ふ迄もないが、普通一般の眞室管、

特に導入線對入部に使用される、所謂莖軸管に於ては、

寧ろ羅縁抵抗の大なる事が、より強く要求され乙。二舗し

との部分に於ては、對入導線を流れる電流の爲に加當の

温度上昇を來し、從つて叉超縁抵抗の低下を招くのであ

ろが、それが茜しくたる主、逢に封入導体問の電離電流

による瓦斯礎生を件ひ、眞室不良の原因占なろからであ

る。而して莖軸管に於ては、更にその熱膨脹特性に對し

て所定の要求があり、此の種硝子の研究には、と東ら兩

特性を老慮しつX、最良の恕,成を求めねぱたらぬ。而し

て、熱膨脹特性の研究に就ては、既に叛告し九所であつ

てω、茲には、その絶縁抵抗を、常温より 300゜C の沌

剛に亘つて測定した力注、並に結果についてのべ乙。

測定回路は第妬圖の如き、 UX-54 を用ひ九、〒・後j型

直流ナ創1高器を用ひた。試刈は、厚さ d、直徑 D の向版

R,

乏

出力 10kw

賠駆訟OV

電流妬.5A

回轉數 3000~5000

強制通風型

本機に使用せ乙ものと、略々近似の護電子捲線につぃ

て、豫備的に賓施し、九試験の結果、木綿絶縁を用ひ九電

氣機械にあつては、超對に許されぬ、 150゜C主云,'、温度

、

C

第妬岡

^^

抵抗測定回路

R,.標鄭抵抗

RI・試料抵抗

V

三

1
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であつて、その体積固有抵抗ρは亥式にて與へられる。

0

ρ一

測定の結果は第 47 圖に示す通りである。理論から豫

想されろ如く、10&。ρと^(rは絶對温廣)は直線と

なる。

此の測定結果を、各々の硝子の組成と比較して檢討し

て見るのに、ρの大小は、傳導に與ろ陽イオンの種類及

ぴ量、並に硝子自身の織造と陽イオンのそれに對する結合

缺態等に關するものであらうから、極めて概略的に論中

る場合は兎も角、一般には、通常云はれて居る如く、

Sio。の多寡、或は N4+の量の大小のみによつて、そ

の抵抗の大小を云々する事は出來ない事がわかる。

(1)三笈織機:16年1打 P.フ

贅野:三菱電機 16年8河 P.207

、、
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①蛇融水品(透明)
①入IW (G702P)
① MG (G705A)
①ダす〒レックメ
① MBS二14
① ZSB
① SBB

3.5

30
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①窓
①乾板
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第 47 鬪

70

"ス

80 90

＼＼＼＼

ユ

温度
100

'C

120

各種硝子の体私"固有抵抗

が此、要條件たる事は申す迄もない。叉出來得れぱなるだ

け細土温廣が低くて、工作が容易な事が望ましい。しか

し、とれ等の條件中、第一及ぴ第二の條件は是非共浦足

されなけれぱならない。

當赴に於ては、數年前より眞室餐市百子の研究に努めて

來たが、最近では、づ口一づ部分には M.BS と名づけた

弸陛酸硝子を使用し、モリづデン封入の莖軸管用としては、

M.G.と名づけた高弸酸硝子を用ひ、眞室管各部分の性

能を萬至に發揮させろ樣にして居る。何れも電氣的性質

は極めて優秀で、誘電体損失少く絶繰抵抗は高い。例へ

ぱ絶縁抵抗に關しては、第47圖に見る如く、 M.BS で

も普通優秀と稱される眞室管硝子よりは相當に高いが、

M.G.は特に抵抗が高い。倫 M.G は己にのべた弾性体

理論に基き、熱膨脹の差による歪が零の條件を満足して

居る事は勿論であろ。との外にタンづステン用の莖軸管硝

子占してM.W.が製造されて居り、第一及第二の條件を

よく浦して居る。叉特隆用途の硝子も種々製造されて居

る。

次に、眞室餐哘肖子の主要原料たる弸酸及ぴ砺砂は、何

れも米國よりの輸入によつて居たもので、贅材が窮屈に

なろべき事を夙に察し、早くより無砺酸眞室管硝子の研

140

25

160 180 200 220 240 260 280 30L}

18.眞室管用硝子

一般に、眞室管硝子としては、第一に、封入された金

屬占の熟膨脹の差により歪の殘らぬ事、第二に電氣的性

質の良好な事、即ち誘電体損少く絶縁抵抗の大なる事、

第三に耐熱性たる事、第四に化學的抵抗大なる事、等々
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究を巡めて居たが、現在電氣的性質に於て未だ浩干不満

足な駄はあろが、その・他の諸條件に於ては、充分満足t

べきものが得られる樣になつた。

19.高周波用会イヤνツクス碍子

高周波工學の裂逹と共に、誘電体損失の小さい絶縁物

が要求され、高磋砺酸硝子が、種々の霜から優れて居ろ

事が認められて居る。との種硝子は、袿酸分の多い爲に

電氣的性質は心とよb耐熱性、耐風化性、機械的強度に

於て、他の硝子よりは逓に優れたものであるが、從つて

その熔融技術は一般の硝子に比して格段の差がある。當

赴に於ては、使用原料の嚴選、耐火物の研究、熔融鱸の

朧造改良から、燃料の節約等、種々の研究改良の結果、

窯業的製造忙成功し、ダイヤレックスと命名した。その性質

の一端は、次に示す如くである。

a)絶縁耐力 40okv/cm以上

(2)体積固有抵抗

常温 200゜C 300゜ C 723゜ C

10如ΩCm 3×10゜ 5 × 10' 1.5 × 10゜

(3)表面抵抗

操度如%ノ時10ⅡΩ

" 85%ノ時10゜Ω

(4)誘電率

周波數(サイクル)

羨会電才發

溝

ユニ、
エ'ユ

、 tむ
^簣.^"'"

'j11霊岳毒マ畷豆ι

^,

'ト

(5)誘電体力率

周波數(サイクル) 10゜10' 10"

力率(%) 029 0.29 0.29

(6)線膨脹係數

常、温乃至5船゜C にて 2.フ×10、゜

(フ)熱傳導度

常温にて 0.0025

倒)0゜C にて 0.0045

(8)比熱 20゜C 乃至100゜C にて 0.20

(9)軟化温度 倒)0゜ C
邑

(1の硬度モールス第7位

al)比重常温にて 2.27

(12)彈性率常温にて 720okg/mm'

a3)抗張力 057kg/mnゞ

」,卓

洩発,
、;X之ξ

之

ξ恐式^呈1註

j

玉

10゜

4.6

(試料寸法 12.11mmX 24,95mm)

a4)耐駆力直徑 3Cm の圓柱にて 650okg

^

第 48 岡 亙イ卞レックス根子
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火力發

近時當局の方針が水力開發を主とされる様になつたの

で、蒸氣ターピン發電機は計霊に_止り、賓現するものは

此較的少なくなつ九。昭和 16年麼に當赴で製イ乍納入し

九ものの主なるものに 12,50OKVA11,00OV機がある。

之は滿洲の六淡坑に電力を途る喪電所の所内用機である

から華々しい途電界には立たぬが、大電力網の台所を締

めるものとして相當重要なものである。叉本機は使用場

所の都合忙より現在は釦、で使はれてゐるが、全浦の

周波數統制の曉には 50 、にも使用し得る様に作られて

ゐる。

伺目下矧乍中のものには 62,50OKVA 3Wor.P.m.,

37,50OKVA 360or.P.m.,31,250KVA 30oor.P.m.,

18,750KVA 360or.P.m.等の諸機械が數台ある。

ターピン霞電機の衝撃電巫試驗

一般にターピン發電機で發生された電力は範墜器を通

して途電されるが、特殊な場合には奨唾器を用ひず裂

電機の電嘩を上げて直接に途配電すると士も行はれてゐ

る。當武では豫てより綜合的にタービン裴電機用の電機

子線輪の研究及ぴ直途電の場合忙生ホる賃及ぴ開閉衝撃

波が及ぽす電桜子卷絲への影縛等に就て試驗研究を行つ

て來たが、ととに其の一部を記述すれぱ亥の通りである。

試驗に供した機械は 12,50OKVA 30oor.P.m.のタービン

發電機であつて、衝瓔電座發生装置及ぴ企直覗奘置を用

ひて次に示す各場合に就て試驗を行つた。

1.端子結線状況

(等債抵抗挿入)(イ)架室線

(0)地下ケーづル ノノ

2.短絡駄況

イ、 1相短絡

ロ、 2 相短絲

ハ、 3 相短絡

3.中性黙駄況

イ、中陛黙抵抗を種々雛化した場合

.

菱'電才發

力

所

用 機

ロ、開路の場合

4.回轉子、固定子の位置の駄況及ぴ磁極中心線の位置

の關係

イ、回轉子を挿入した場合

ロ、回樽子を挿入しない場合

此等の駄況を種々組合はせて各畠制倫内に於ける衝撃電

座の分布を詳細に測定したのであるが、之に依つて線輪

の絶縁設計上の指針を得・、製編.に窒1する安至度を研H呆し

得.たものと信じて居乙。

水素冷却機械

ターピン發電機及び調相櫨の水素冷却方式に關しては綜

合的試作試験を雉め乙と共に部分的研究、行つてゐるが

ととにその一二を詑述す乙。

瓦斯密度計水素冷却方式の機械に於て最も重要な問

題はその冷却瓦斯の密麼測定及ぴ警報が碓實で正確でな

けれぱならぬとしである。との爲に用ひられ乙符度計主

しては電氣式、機械式及ぴ光學式等があるが、當赴では

各種のものを此岐研究し且つ試作した結果、獲饗電所の

現場向としては堅牢で確寳1生があり且つ充分な電氣警報

23
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接黙が作り易いものとして機械式の優れてゐる黙を認め

之が研究を綾け良好なろ成績を得てゐる。此の計器はー

定速度で回轉されろ羽根車によつて誘起される瓦斯の靜

差座はとの瓦斯の密慶に此例する士言ふ原理に依つて作

られたものである。此の場合靜差座計の構治精度が問題

凸なるが、之には特殊構造を有し指示擴大装置を施した

環献差座計を用ひてゐる。

瓦斯密封器水素冷却式タービン裂電機の製作忙當つ

て最も困難で且つ主要な部分は密對器である。密封器占

は回轉子軸が固定子外筐を貫く部分であつて、内部の水

素瓦斯が外部の室氣と混合するのを防ぐ装置であろ。當

赴に於ては水素冷却式タービン發電機の計盡に當り、数

年來終始一貫此の密封器の特性の研究改良に從事して來

たので、今日では優秀な性能を有するものを棚乍すると

主に成功した。冷却瓦斯の座力が高い程冷却効果が大主

羨'電才疑

なるととは一般に知られてゐると占であるが、而も尚現

在使用されてゐる瓦斯座が水柱数百粍を出ないのは、主

に密封器の發達程度に制限されてゐるからであろ。當赴

ではとの黙を老へて現在瓦斯墜 lkg/cm゜即ち 10,000

粍永柱で運轉し得ろ密封器を目標として研究を推めてゐ

る。當赴で採用してゐる方式は回轉子軸主固定子外筐主

の問隣部分に駆力油を途つて密封する方注である。從つ

て密封器油の淨化方法、軸の回惇数と蜜對器油座との關

係、瓦斯巫と油巫との關係、油の種類と油巫主の關係等

の實驗研究をなし、その務對効果を最高に置くと主に成

功し九のである。

火力發電所用制御装置

自動再起動用電動カム型制御器

本器は卷線型誘導電動機の速度制御を行■、標準の電動

カム型制御器に特殊自動復歸装置を附加したものであつ

て、特に火力殘電所補助電動機用主して開鞍された信嬪

度の高いものである。

至閉型であつて汽餓室の如く友塵の灸剖女tる場所に据

付けても差支ない。制御用ノッチの數には 13,23及び30

の三種であり、何れも定格電墜は 100OV であろ。定格

電流は型に依つて次の四種に分けられて居る。
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次に本器の特長を列舉する主、

(1)織造が簡單堅固でコムパクトに出來て居り、然む黙

檢手入並に部品の取換が容易である。

使用中の三菱瓦斯察度計(密疫敬信器)
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(2)標準化されて居り一般用電動カム型制御器と互換

性がある。

(3)手動直接操作も可能であり極めて經快である。

(4)可調整スチー1レカムを使用して居るためカムの作動

位置を据付けたま、で自由に鎚更するととが出來、月'

つ抵抗短絡の順序等を容易に發更するととも出來る。

(5)各ノッチに正しく停止するととは勿論であるが本

器ではノ少チの進行速度を冑由に然も容易に加減出來

る。

(6)特殊自動復肺装置を装備して居るから

(イ)至自動再起動が極めて簡單に出來る。即ち低電

歴になれぱ急速に制御器を起動位置に戻し電源が復

活すれぱ徐々に元の運槫位置に戻る。

(ロ)制御器を予め必要なノッチに調整して置けぱ油

入遮断器を投入すると同時に起動して指定のノ・りチ

迄自動的に徐々に上昇せしめるととが出來る。

(4)づーメンス式の如く電氣的操作に依る自動燃燒制御

奘置には勿論、機械的操作に依るぺーレー式やアスカ

ニヤ式にも容易に組合せて用ひるととが出來る。

自動再起動用繼電器凾

本器は自動再起動用電動カム型捌御器を操作する爲に

此、要なる補助繼電器凾である。

電巫俺電器や操作電動機逆轉用電磁接觸器等を美装鋼

板製千卞eネ.介に納めた至閉型であるから制御器と共に

塵挨の多い場所に使用しても何等差支へはない。

特長を擧げると

,

白動再起動用確動カム型制御器

25
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自動再起動用繼篭器凾

(1)各繼電器には特に精趨された信頓度の高いも

のを用ひて居る。

(2)各機電器の調整及ぴ黙檢は極めて簡單容易に

出來ろ。

(3)極めてコムパクトに納められ小型であるから運

搬や据付場所の心配がない。

火力用補助機器

火力發電所補助機械運惇用誘導電動機はーつの發電所

に對しタービン關係、發電機關係、ポイラー關係等大小多

種多様あり、その類別も重要なるものと、比較的重要な

らざろものとに分けられる。前者に屬するものは、その

容量の如何に關せ中、發電所の運轉上重大な役目を分擔

するものであるから、要求せられる信頼廣は、主發電機

のそれ忙匹敵すろ値を有つて居らねぱならない。
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昭和 16年度に於て製作納入した袖機運轉用電動纏の

數は相當多数に上つて為り、その中で運轉方式上從來主

ネ衛逐を異にする込のに、下祀の 750HP給フK ボンラ用電

動機がある。

汽燧給水ボンづ削電動機には、二極高速度電動機を採

用tるのが普通であり、籠形直入式を使用して、その容

量は 100O HP に逮するものもあるが、」示巳 750HP に

於ては、特に20%の迹度制御を行'、ため、卷制オ劇可愽子

を採用してゐる。二極大型高速度電動機に於て設訓芋y乍

上考慮すべき谿は、圓轉子鐵心の設計上杣徑の大きさに

制限があつて、臨界速度が規定圓抑數以下にな乙のが普

通であり、叉裁眉鐵心回轉子なるため、その臨界迹度の

的確な決定が困難な黙にある。本機はとれらの黙に留意

して鯲作せられ、振動少く信頼度も極めて高い。

本機の主要要月は次の通りである。

用途汽簾給水ボンづ ー..

台數 3 台

定格 750 HP 330OV 50、 2 極 30oor.P.m_

卷線型回榔子、閉鎖南己通風型、逹續使用

述度制御 20%
'

火力駿電所用配電盤

火力發電所用配電盤占しては、光づ日本髪黙或淌津禦滋

用配電繋がある。之は當吐製9,375kvA ]ンづスト0ーム式

タービン發電機0台に對する配電俳であつて、主配電群は

"Dーリ雪井儿写"搖及ぴ bHNク剛直立雛を恕イ?せたもの0

面より成り、此の外第一補阻か淋今面、3,30OV何宗訓幣0面

羨人電才蜑

喪、、"

'コ'塾、

ぞ一王丈一茎
ー'=ι

730 Hp t遡豊粁ン上ボンラ朋僑耐州ま

包セ電所内盤0画がある。俳上計零号には總て角型埋込梨を

採用して居る。

滿洲電業鶴岡發電所にも全ビく當赴製9,375kvA1式

タービン礎電機用配電盤0面を納入したが、主配電盤は

"HNク型直立雛0面より成り、且つ盤上計器としてメν杉

埋込剛を使用した駄が前祀日本製織向の込の占異つて居

る。

此の外R下製作中の主なる火力硬電所用配電盤とし'て

は、日裂小野田裟霊所向37,50okvA三斐パーフンス式ターピン

稜電機用配電鑾、華北電業石景山發電所向 3に50kvA

1式ターピン1麹霊機用配電俳、字部油化土業用向]8,750

kvA三斐パーソンス式タービン1聖選機用配電繋、日本樂鐵大

冶拠鍛所向 5,250kvA ].式タービン 1走電機用配電盤等が

多数ある。此の内前三旨に於ては丸形埋込川蟠1器を、後

二ぎに於ては庁川溌里込削を・探用して居ろ。

中S-t 二入 、、、

珪ノ

^

交毛
.写

遵

S1六'心"',里ト 聖 澄＼

国

Π心製織 i高津製媛所配',に桃

、、、
J、

三

一
＼

輩
一



ユンづストローム式ターぜン發電機
、

ユンづストローム式タービン發電機の昭和 16年亥の製品及

び目下製作中のものを列擧す乙と、六表の通りである。

容量
(kvA)

31,250

17500

12500

9'735

9,735

8750

6,250

5J250

5゛000

41375

4,375

3500

3j500

羨会電井發

3000

3iooo

3,600

3000

3000

3,000

3JO00

3JO00

3,600

3,600

3,600

3,600

31000

月.

1 '仙(V)應
1 し000

1!1000

3J300

11.000

3,300

納入先

華北鼈業會赴

雛太人造石油會赴

三菱鑛業會 而1:

満洲篭業會別

全 上

笈鑛業會耻

裁北'"業會赴

日本製殿會計

札友化學工業會風

會It ι三E 子

山陽バ」レづ工業會融

入 11_1 採炭會赴

菱鑛樂兪赴

15,50okvA 171,5r.P.m.力づランフK車霞電機

本機は力づラン水車変電機として記録的製品のーつで

あって、特に力づラン水車の特性上逸出速度が大きい爲

に、機械的強度1こ就ては格別の注意を拂ひ、その上水車

の設計上の要求から、發電機の直徑を非常に大きくした

爲にも、機陵的{こは特殊な瓣造のものと成つて居る。即
.

ち強慶の黙から云'、士、從來のフランシス型に比べて、

150~200%位強固な設計を抓つて居る。定格其他は前掲

の表中に示す通りであつて、此の外勵磁装置として 135

kw'220V 分卷主勵磁機及び.7kw'110V 複卷副勵磁機

が直結せられ、その勵磁方式はN-22型と稱す名自動電

墜調牲器に依乙速雁勵磁式である。向本機は途電線の充

鼈容量に耐える爲に、低端子電墜に於て充分の睿量を有

し、且つ主勵磁機の界磁には差動卷制肋部付してあ乙。

20,卯o kvA 187,5r.P.m,水車霞電機

本機は滿洲國の鏡泊湖發電所へ納入する水車硬電機で

あつて、特長とす乙處は本邦に於て窃めてのアンづレラ型

(令型)構造を採用した事である。此の織造に依つて材

料及ぴ占有血頓の節約を圖り得乙と共に、運轉が睿易に

成り、勘からざる利徐が齋らされて居る。勵耐厳置とし

ては、 125kW290V分卷主勵磁機及ぴ6kw'110V複卷

副勵磁機が直結せられ、前記企様AJ一器型自動電墜調藥

器を使用し、且つ途電線路の充電睿量に耐えせしめる爲

に、主励磁機は釜動分卷卷線をも週.へて居る。伺調速装

置●しては最薪式の電氣式調速機を孫用して晟ろ。

水力駿電所用配電盤

浦洲國産業部鏡泊湖愛這所用配電盤は細tこ鍋げた當耻

製20,oookvA竪軸アンづレラ型水車發電被0台に對する

ワン、マン、コント0-1レ式自動制御用配電盤であつて、主配

電盤た乙"D-y 型仇刑盤0面の外に中性回路用遮断器

に對する千ユーピクル 0台、所内用配電盤0面等がある。

盤上討'器{ては總て角形埋込型を用ひ、且つ自動同期化装

置としては"XE-B"型と稱す乙當飛馬罰特の眞室管式の

ものを使用して居乙。

日本獲途電牧裴電所用配電盤は當靴製16,70okvAフラ

ンシス水車發軍桜0台の制御用配電盤であ乙が、従來の

永車發電機用自動起動式配電盤に比べれぱ微細の黙に於

て種々改良が施されて屑・り、最漸式の代表的製偏.であ

乙。

水力發 所尾伝

機電水車駿

16午災に鯲作せられ九主な乙水中●走誼機を璽げ乙主、

ずくの通りであ乙。

3,300

3J300

2J200

3,300

2J300

31500

打,1

"ノ

,

!itJ
(kvA)

式 ヌ内

27

20,000

岡榔数
0.P.m.)

南僻水力確氣會赴

日木敬途確會別:

'に、

四國中央電力會駄

全 上

肖森縣堆氣局

187.5

125

360

1 7 1.5

187.6

300

500

松 鄭
(V)

,竪゛畑アンつレラ 1 涌洲國延撚部
000

H冗G双送篭會赴
カララン000

(元莱佶地氣)
H 木敬浴'"會赴竪剃Pランシス000

カララン 全 _ヒ000

U,。。。<日冗三我送1白,祠:
6PO01燮判1ワうンシス 1拓宏11縣電気局

」円

1、?501 750

尚此の外現在製作巾の主なものを聖げる巴、亥の通り

であ乙。

3,300

3,300 横判P三,ンシス

000

6,60o f黄車

1 2,000 ;竪市1

.

加" 1
^゛」ι

人

16,000

回惇数
0.P.m.)

1 000

514

3500

! 1t三'
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何れ詳細は別の機會に御報告する事に成る占思、はれる

が、主配電盤たる bD-y 型机型盤0面の外に所内動力

用牛ユービクル 0面、中性回路遮断器用キ1-eクル 0台、

袖助盤0面等が附屬して居る。計器は丸形埋込型で、前
竃=

記の満洲國向のものと全様"XE-B"型自動同期化装置

を具へて居る。

東信電氣山郷裴電所向 17,oookvA 力づラン水車發電機

0台に對する自動起動式制御用配電盤は牧礎電所向のも

の主殆んど企じ俳成であつて、"D一創型机型盤0面、補

助盤0面、3,30OV及ぴ低駆所内盤0面、中性回路遮断器

用千1ーピク」レ 0台等より成り、計器は角形姑込型を使用

し、クXE-B"型同期装置を具備して居ろ黙も上記のもの

占企様である。

此の外目下設計中のものとしては、日独粂山、江卸、

泌ノ瀬、四國中央分水第一、長澤等の各水力礎電所用配

電盤がある。

Ⅱ,250kvA 貢荷時勉麼調察器夕阿児

羨よ、電キ雙

量 11,250kvA三相 50サイクル

容量 150,ooo kvA

型式油入自冷式屋外用

電座 ーー六 44,00OV

二次 44,00OV 士 3,30OV 四タッラ)

であつて、大別して調盤燮座器、直列奨座器、補旦ンP

クト}レ、タッラ切換奘置の 4部分より成つて居る。那捧き饗

駆器の二亥側にはタッづがあり、此のタッづ問の電座を

直列縫座器の二次側に印加する事に依つて、直列鱸駆器

の一次側、即ち回路髄座が那掛窪されるのであるが、補助

リアクト、ルはタッづ切換の際の電墜の急縫、タ,りづ問の短絡

を防ぐ爲めに用ひられるのである。タ,づ切換装置占し

てはUT型負荷時電墜切換器が使用せられ、更に之を冑

動的に操作する冑動電座調整装置をも県備して居る。倫

本装置に於て特異.とすろ處は室管を各相長4本宛用ひた

事であつて、之は線電流が 1,970A と去'、大電流主成る

ので1,00OA用妄管を2本並列に設置し九爲であり、更に

本装置と併用せられる單相 50,oookvA縫座器の套管巴

の互換性をも顧慮して斯様な設計を撰んだのである。本

器の總重量は兜屯、中身乗量のみでも 38屯、油量は

30,000 立に逹して居る。

途燮

燮

昭和 16年度中に於ける主なる棚乍記録を擧げると、

下表の通りである。

用電機品

歴 器

相数 容,姦
(kvA)

三相 20,000

17JO00

15,625

15JO00

11,250

單相

105-100-95-90/66/11 kv

161-154-147/ 10.5 kv

23-22-21-20/11 kv

69-66-61-60-57/2ユー 11 kv

買荷篭艇調整發歴器
44 kV士3.3 8 段

麼(V)

11,250kvA 負荷時電厘調整器

大電力系統の聯繋を行'、場合には履々負荷時竃座調整

装置を必要とする。本調整装置は過般完成した滿洲に於

ける 220kV途電線の受電端に設置せられたものであっ

て、線路の通過電力は 150,oookvA に逹し、此種の装

置としては本邦に於ける最大容量の記録製品である。そ

の定格は

型及ぴ
冷却方式

外鍛型
自冷式

全上

内鎚稟
自冷式
外銭測
白冷式
内銀型
白冷式

納入先

日本窒索

東信篭氣

日本鋼管

滞洲篭業

工上

.

、

容
線

Ξ

電

篭

目ネ三
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雷 器避
モ

避雷器は相當古くから使用せられて居る器具ではある

が、合理的設計方針に立脚した所謂新型避雷器の出現し

たのは極く最近の事である。而も最新の避雷器に於ても

今尚その理想と目する處に遠く及ぱない黙のあるのは否

み難い事實である。従つて棚乍者としては之が研究改良

に就ては不断の努力を拂ふ事が最も肝要であつて、當赴

も此の趣意の下に常々至力を傾けて理想的避雷器の完成

に一路精巡して來た。16年廣に決ける研究の主なる黙は

オートパルづ避雷器の特性要素自身の性能の改良であつて、

砕に優秀原料の入手困難な當今に於て如何にしてその特

性を低下せしめず、否な写ろ從前に堆して特性優秀なる

避雷器要素を製作するか忙在つ九。事功か製法の詳細忙

J互るので、記述する事を避けるが、膝て夫れは麒品と成

つて如資に立証するであらう。

昨午慶の年報に於て報ビた東亞に於ける記録的製品の

ーつた乙 230kvsV型オートパルづ避雷器は16年廣に於て

現場の据付が完了し、雨來、國防國家建設の動脈たる

230RV途電線の雷害防護に對して無言の威力を示して居

乙。尚16年度に製作し、た 161kv sV測オートバルづ避雷

器ば總計5知に逹して居る。

内

羨'電才蜑
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碍子型ブアイオン遮断器

鉱鋼、縄豫油等を極変に切詰めた碍子型遮断器は所謂

國策型遮断器として、時局の緊迫と共に益々その重要性

を加へ、需要の殺到を來たしつ＼ある。當赴は此の趨

勢を夙に豫見し、数午前から本型の遮断器の開証に碧手

し、巧午産1こ於ては 161kV 用遮断器の開礎迄完了した

事は昨午叟年報に於ても報告し九通りであるが、16午度

に於ては愈々 161kV 用の第一圓製轟.の納入を経り、そ

の眞債を如寳に問'、の機會を得元。茲に示す爲眞はR-5

型と稱する定格電唾161kv、定格電流60OA、遮断容量

2,000,oookvAのもので、從來の鐵糟型用デアイオン、づり

ツド消弧室を碍子型遮断器に適合する様改造し、且つ之

を5個直列1て逹結して使用して居る。而してその油所要

量は從來の油槽型に比べて僅かに20分の1に過ぎない。

其の後本型に對する需要は續々増加し、目下矧乍中のも

ののみでも100台に及んで居る。

向當赴に於てはR型の自力消弧陛に對し、他力治弧性

R-5剛 169kV 60OA 碍子測遮断器
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を県備したV型巴稱する 265kV 用碍子型デアイオン遮断

器を目下糾乍中あるから、近くその性能を御紹介tる事

が出來るであらう。

ゞアイオン、づりりド型遮断器

多年好評を博して來たデアイオン、づりツド型油入遮断器

は益々その眞債を發揮し聲債が認められて、高厘大容量

遮断器より漸吹小型遮断器に至る迄デアイオン化せられて

來た。此の事は既に昨年度年報にも一寸觸れた處である

が、その計畿は16年廣に入り大いに進捗し既に總ての油

入遮断器をデアイオン化するに至つた。即ち之に依って從

來の遮断器の遮断耐量を倍加し、信頼度の埒進を圖る凸

共に、乏しき贅材を最も有效適切に活用する事が出來る

ので時局に最も適しい計霊主云ひ得.る。

デアイオD 空氣遮断器

現在廣く寳用せられて居るデアイオン、づ小,ドは實はデア

イオン室氣遮断器より發足したものであるにも拘ら中、そ

の元浦.たる室氣遮断器は我國に於ては殆んど顧みられて

居ない耿態に在るが、當赴は之を茜だ遺憾占し、新たに

その開喪を企圖し、16年度に於てはその第一歩として定

格3,30OV、 60OA 遮断耐量 150,oookvA 用のものの試

作に着手した。その工程は着々巡捗して居るから、近く

第一回製遍,が市場にデピ]ーする事に成るであらう。

羨,会電井發

t

途配

断

鐵製断路器

當赴は銅節約の見地に卸ル先年昼内用6,90OV~25,000

V、 20OA級の断路器のづレードの銅帶を〒'岡に改め、接

觸部のみに黄銅叉は銅を熔着し、接觸抵抗の低下を圖っ

た國策型断路器を市場に途つてその賢績を注覗して來た

が、六体所期の滿足す可き成績を示したので、今回更に

その範圍を擴大して30OA及ぴ40OA級をも鐵製づレード

占し、 Z規格に依る標準品として廣く使用する事とした

断路器誤操作防止鐐錠装置

三極手動遠方操作式断路器の操作機俳の誤操作防止鎖

錠の新型のものを棚乍した。即ち断路器凸迭断器巴の鎖

錠装置としては、遮断器が開放欣態に在る時には断路器

の操作は可能であるが、遮断器が閉路駄熊に在れぱ絶對

に操作出來ぬものでなくてはならない。之を行'、のに新

型鎖錠装置に於ては、遮断器が開放駄態忙在ろ時に枠組

・附屬の邦釦を押す主鎖錠鍵の差込口の扉が開き、之に鍵

を差込めぱ操作レバーの鎖錠eンが外れて操作可能の状

態に入るが、操作が完了すれぱ再ぴ自動的に鎖錠が行は

れ、遮断器が閉鎖して居れぱ断路器は最早絶堂1に操作出

來ない◆云'オ茶な機枇に成つて居る。此の場合遮断器が

開放耿態に在れぱ勿論上祀の順序で断路器の操作出來る

事は云'、迄もない。斯かる構雉忙依つて極めて雁實に而

断路器誤操作防止鎖錠共羅

器具

器路

DB 型 3,00OV 3,00OA 母線朋断路器

4-

鱗製断路器
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も輕快容易に断路器を操作し得て、且つその誤操作を防

止する事が出來る。

DB 型 3,1加 V 3,ι肋 A 母線用断路器

之は母線の連絡用断路器であつて、特忙機械的強慶に

意を用ひて設計を行つたものである。

燮 成 器

屋外用 6,6卯V 級油入燮流器

之は1,00OA乃至2,50OA程度の比較的大電流用6,60OV

級屋外用油入燮流器であつて、その特長とする處は一吹

銅帶に繼月無しのものを用ひた黙である。即ち從來の此

種の雛流器に於ては端子部分を普通蝋付を以て取付けて

居たが、繼目無し銅帯を用ひる事に依つて端子の過勲が

防せがれ、且つ至体として銅材の所要量を相鴬節減する

事が出來乙。

屋外用油入零相愛流器

零相燮流器としては從來多く屋内用のものが用ひられ

て來た様であるが、今回當赴に於ては屋外用油入型のも

のを製乍した。爲眞は30OA用3本套管のもの及ぴ1,00OA

用6本套管のものを示して居る。

繼電器及び計器

昭和16年度に開發改良せられた主なる繼電器及ぴ計器を

6,60O V 級油入饗流器

CO-GⅡ烈電艇抑制黙"f付過屯流繼篭器

'ι

31

、、

'手'

30OA 油入零相燮流器

＼
、、、

4毒上

'女

拐げろと吹の如きものがあろ。

CO-G11型電歴抑制素子付過電流織電器

此の繼電器は至負荷電流と短絡故障電流とが余り相違

しない様な回路の短絡故障保護に使用するのに適ナるも

のであつて、一相の電流を通ホる過電流素子主回路の單

相或は三相電駆より勵磁せられた素子とを具へ、回路電

座が常規値に近い場合には電座抑制素子が過電流素子に

よる繼電器の動作を抑制し、故障時に線路電巫が低下し

た場合には、低電流に對しても極めて鏡敏に動作すると

云ふ性能を旦へ九ものであ乙。

ー、
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1,00O A 零相翅流器
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CW6型逆相電力繼電器

之は三相回路の不平衝故障時に現はれる逆相分電力に

依つて動作tる電力桜電器であつて、裟電機等の内部故

障保護に使用する場合に普,通の差動桜電器等と異り、

1個の鞭電器を以てその不平衝故障を保護する事が出來

るから極めて便利である。

CR-S型逆相方向繼電器

本桜電器は普通の正相分電力に對す乙方向鞭電器であ

るCR型に相當すろ逆相分電力方向繼電器であつて、繼

電器本体の外に逑相分沌過器が附屬して居ろ。而して三

柘回路に於て不〒衝故障時に現はれる逆相分電力が一定

価以上定力向に流れ、旦つその上過電流を生じた場合に

本器は動作す為から、高嘩途電線の接地故障保談に使用

t易場合には、高債た電位雛成器を省き低座側の逑相電

力に應動せしめて、その目的を果たす事が出夾る。
^

EC型高速度電流繼電装置

之ば10"利1早度の極めて短時問中の電流難化を検出す

る繼電器であつて、逆流に「對しても匙動せしめ得ろか

ら、水銀整流器の逆弧保護等を翅速圧確に行■、のに便利

である。

XE-B型自動揃速装置

從來自動永力發電所に於ける自動同期化用の揃速装置

巴しては、 XE 型そ稱tる眞室管式のむのを標準占して

使用して居九のであろが、更に最近之を改良し、観調防

止用限時縦電器にも眞室管型を抓用してXE-B型主稱t

ろ事とした。本器の電位焚成器から要求する入力は僅か

に 2VA であつて、古く用ひられて居九電動機式のもの

に比べれぱ格段の差異が見られる。伺暫子管は相常多數

用ひて居るが、電子管型の共通の欠黙占せられて居ろ陰

極織條の断吊知て對してぱ、特に断線衷示灯を用ひて誤動

作を防いで居ろ。

'近距離用搬途式逹隔測定装置

搬途電流が強電流の制御、鞭竃方式のみならホ、種々

の電氣量の遠隔測定にも次第に利用せられつXあろ事は
D

既に周知の通りであつて、常赴も先年途電線用搬途式逮

隔測定装置として日礎上越系 154kV 途電線に於て、叉

通信線用遠隔測定装置巴しては猪苗代系統に於て種々の

賓地試'驗を行つた。昭和16:年度に於ては更に日酸關西

給電所關係の通信線に近距離用搬途式遠隔測定装置の取

付方を願出で、企椿尭電々の寶地試.驗を行ひ、本装置の使

f

ノ

蔆会電才契

欝

'

,

'吐=

CW-5型逝相冠力繼"器

^

用上必製な諸特性の訓査研究を行つた,本糊嘘4ぱ大部分

通信ケーづルであつてー・部に添架電話籾肋ゞあり、その搬

途特性は一般途電線主靭か異なる處があるので、實地試

驗の結果は將來の本.装置の誠計並に賀用に對して多大の

示唆を與へた。緋透は咋年凌の午縦に登枝した關東系の

もの占ブぐ塗ないが、主'E電魅の諸計器主籟按た連絡を保

つために電墜、電流、遜力の三種を遠隔測"Eすろ諸器具

をラック型取付力式占ι、た黙が異つて居ろ。

》

CR-S刑逃相力向繼鼈器
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鑛 山

原料の確保は、生産力堆巡に對する最も重要な先決條

件であり、熱及ぴ動力の源泉たる石淡、石油の増産は、

叉直ちに工業生産の發展・を約束するものである。東亞共

榮圏確立の目的を以て高度國防國家体制を整へつ、ある

我國に於て、とれ等鉱産物の需要は數午前に比し、誠に

驚異的堆加を示し、地下贅源開發の要望今日より大なる

はない。當赴に於ては蛇忙鉱山用機械類、電機品の測乍

を開始してより多数の製'1.を途り出し幸ひに好評を博し

得て居るが、更にとの機會に於て、多年の經驗と途まぎ

る研究により一府の改良に努力して居る。

16年度に於ては、前年に引續き多数製品を納入した

が、その主なるものを擧げれぱ次の通りである。

菱'電才發

動 力 應 用

1,550 HP.イルづナー卷上機

昨夏納入した 1,550HP、卷上機は、某炭抗の竪坑々

口近くに設置し、ケージにより石淡、人間及ぴ坑内用諸

材料の卷上げ卷卸しに使用するもので、本邦に於ける國

産機械中最大のものであり、蓮轉装置の斬新なると占、

安至装置及ぴ信琥装置の完壁なる黙は劉期的のものであ

る。本機は引續き好成績に運轉を續けてゐろが、今その

主要要目を示すと吹の様である。

卷上機型式

竪坑深さ(m)

鋼索張力(kg)

不千衡荷重(kg)

鋼索速度(m/S)

^.ユL

SH-420

3飾

14,缶0

フ,422

15 (石淡)

＼ 8(人問)ノノ

鋼索徑(mm) 50

卷胴徑(mm) 6,000

卷胴幅(mm) 1,500

47.7 回毎分卷上回數

氣座操作式下方支黙ボスト型制動機

電氣設備は主電動機は、出力逹纏 1,550 HP 60O V
、

47.7r.P.m.開放工型直流電動機で、主電動發電機は

33
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1,30okW 60OV 750rp'm.開放工型直流發電機主 WR'

35T-M0 の蓄勢輪を 1,10OHP 3,30OV 50'も開放卷線型

誘導電動機で運樽すろものであるが、特に運轉を圓滑且

つ正確ならしめろ爲、特秩の自動述慶調整勵磁機用電動

識電機を有してゐろ。

本卷上機は現在ドラム卷主して使用中であろがゞ將來

竪坑深度が大主なつた時に卷胴のみケー弌づーリーに取換

へ、所調ケー弌式卷上機主して使用すろものである。從

つて本機の計盡に際しては、之等の黙を老慮し且つ卷上

述度は最籾一定加速度を以て加述し、至述の約 73%に

'逹した後は次第に減衰せしめ、バラポラ曲線を巴 bつX至

速に逹せしめろ様にして、卷上桜に加はる尖頭負荷を制

限すろと共に回轉力の急激なる鑓化が無い様にしてあ

る。

本桜の特徴を二三述べると

1.運抑が圓溺,且つ正確で、負荷の大ノ」寸て關せ中制御

把手の位置に對し述度は一定であるから、運轉に熟

練を暫しない。

2.述度制御カムの作用により、加述及ぴ減述力汀催賢

に行はれ、減速カムは自動的に制御把手を停_止の位

置に戻t爲、過卷の危険がない。

羨A電才發

3.制御把手、制動把手、非常制動把手は夫々互鍵さ

れてゐるので運轉に誤りがない。

4 信琥は單打電鈴及ぴ信琥指示計を並用し、信琥の、

過誤をない様にすると共に、制御把手にも互雛させ

て不注意による危険を防_止してゐろ。

鑛山用誘導電動機

地下寳源開發の爲、鉱山、油田力面の設備擴充が行は

れろにつれ、多數の機械が要求されるが、その原動力占

して誘導電動機が多數握H乍された。その用途中主たるも

のを畢げる主、砕鑛機、ボンづ、卷上機、途風機、本氣座

縮機、コンベア、減述電動機、づーリーモーター、小型卷、小

型途風機等であり、單獨の電動機或は部分偏辻して納入

された。特に某鉱山用として、如O HP 7
_t、
250 HPロ、

4台、 60 HP 1台、 350HP 3台、 375HP 8
^
合計↓コ、

フ,910 HP 23 台に及ぶものを靭めとして、一括數十台に

上ろものが數件製イ乍された。

向瓦斯淡塵爆談の危険ある淡鋤■t内に於ては、商工省

所管の爆發試驗所に於て試験檢谷し、'安至性を保證され

た檢定品たる電機訂,でなけれぱ使用し得ぬ巴い含ゴj針が

商工告令築卵琥石淡坑用靜陬締規則及び同第 69 琥石

、会戸弓当鄭Nぎ
松醜1努、.ン之叉1塗シ,^11、.イー・考二゛,",一司ノ 1ゞ,4゛
y'蚕●蔀.ル

弐yJ三■4魚三、ゞ

^^^リ「一゛.,ー.^ T^

、゛

,む拶,が一4薪緯弓写券'ゞ瓦鄭灸

,製11壱ヲ_,'i'ヲ'御オ,決'、メ1久,メノーゞ1/喫,、
子y11琴1}ー、1ヌ1金後区ス、 1がもj●ご,1Σイ'1ξ、1、ミゞ1.
1ンぢ,4..毛紗、凝戈1ミ,武;ι、.U.シ、'..ミ..シ,主好

1ごイ、'ー"」、ξ0、'へ、ヌー? f/'τダノ

ξ

、◆・'1お、男、fl、゛'、

ー^ノ、' y

牙'.三^イt9、ιJ

^ε翌?J,モー'

轟゛

多

、

^「
タ゛

タ、が兵'
巽゛蔀努,

才

,.

詠

ξ

1

L"゛

^

姦ιヲジ■、蕪'

参

紗
、1
ノ'ノ,

,11参f、

壱

ト'

ノ

'1

'ー

太式,

必ゞ

,,

謬 廊

ξ

、

;゛'

X角4二、Jイ゛^弓

1.550HP イルづナー卷上機用圭鼈動機

誘
瓢
●ミ,

11
必

.

シ重

ン、才み91'

多

'!

゛}

途

.ー..'゛

斈

弓
§
.
゛
、
ι
、
、

、
ミ
、
、
~
,
 
M

七
^
ト
^
一
^
^
"
^
^
券
、

ξ

熊
熊
^
ず
^
ー
^

謬

4
郭
人

卦
、
E

必
芽



淡坑用品檢定規則として昭和 15年9月發布され、昭和

16年8月以降の機器に對し賓施されろ事になつた。と

れに對處すろ爲本年度に於ては、代表的の防爆機器を選

定製乍し、型式檢定申請中であつて 17年麼からは、鉱

山用古しては本型式の需要が激増する見込みである。

室氣冷却式抵抗液冷却器

液体抵抗器の冷却方式としては、30HP程度迄は自冷

式、夫以上は水冷却式とするのが普通であるが、場所の

都合上冷却水が得難い場合には室気冷却式とする。

室氣冷却式には途風機により直接抵抗器に室氣を吹き

付けて冷却するものと、別個の冷却器を使用するものと

がある。爲眞に示すものは50OHP程度の液体制御器用

の冷却器であ乙。冷却要素たる管には U フインを用ひ、

張力な途風機により多量の室氣を吹付ける様にした爲、

極めて小型に出來て居る。從つて据付床面積少く、且つ

縱忙長く、幅が狹く出來てゐるから運轉室の一隅、或は

坑道の一部等に簡單に据付けるととが出來る。

羨会電井發

^

液体抵キ亢器

卷上機、エンドレス其他に用ひられる誘導電動機の起動

及速度制御用として廣く用ひら札て居るものであ乙が、

特に 16年麼に於ては、ボンづ或は途風機用として、大型

電動操作式液体抵抗器を多数製作納入し九。と丸等は起

動用として使用されるものは、冷却装置の要はないが、

速度制御用のものは冷却装置を必要とtろ。冷却方式と

しては水冷却式を採用し、 1,00OHP 程度迄は冷却管自

藏式とし、それ以上は別に冷却器を附し、抵抗器と冷却

液体制御器用冷却器

i

35

＼＼

大測電動操作式液体抵抗器

'＼

芽'

器間を電動ボンづを通じて抵抗液を循還せしめて冷却能

率を良くする様にして居る。叉、抵抗器内の液の循還に

對しても特に老慮し、局部的の温度上昇を避け、抵抗の

不〒・衡を極力少く tる様に工夫してある。

40OHP 3,00O V 60、 30or.P.m

0ツドミ】レ朋語'導篭動機

選洗炭機總括制御装置

淡坑に於ける避洗淡場に於ては十數台乃至數十台の電

動戯を使用し、剣勣●之等電動機は各系統毎に、石炭の

流動力陶に從U、一定の關係を以て、起動、停_止を行'、も

のであるから、共の總括制御の有利な事は論を待たない

三

二



36 菱会電才發

所で、最近は一人の運轉者忙より自由に制御を行'、装置

が要求せられて居る

當赴に於ては之等の需要に應じ既に数台を測乍納入し

た。茲に鍋げた爲眞は高座及ぴ低座電動機の外に、受電

盤其他、場内,照明用の電燈盤忙到る迄、一切を一体に纒

めた、キ1ービクル型のものである。内部を充分廣く取り

黙檢、修理に便利な事が此の型の特長である。向盤面の

略中央上部に照光盤を置き、運轉駄態を一目に知り得ろ

様にしてある。

防爆型高歴油入ヒユーズ國

防爆の必要ある坑内卷上機の補助電源用として測乍さ

れたもので、例へぱ大型卷上機用の油ボンづ用塗墜器、

'=1
'゛

太工

S

艮

'゛

睡¥

防爆測高麼油入ヒユーズ爾

非常制動電磁石用焚座器、其の他の塗唖器を保護すろ爲

に使用されるものである。構造としては、ヒューズ筒を電

氣的、機械的に丈夫な磁器づツシンづにより油中に支へた

ものであるが、油面よりヒ1ーズ筒迄の深さを充分深く

して、ヒユーズ熔断の際、火花叉は電弧を油面上に出さな

邊洗炭機綿南卯謝節盤及伺裏面
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仏様にして、叉油タンク、或は蓋の締付、取外しには特

殊工具を要すろ等、完至な油入防爆構造としたものであ

る。標準型巴しては現在は、 3 極、 3,50OV、 5 A、一種

である。備坑内用として便利な様に、床据付凸なつてゐ

るが、足台を取外せぱ直ちに壁、柱等に取付けろ事が出

來る。

歴縮機

未曾有の緊迫せる時局に直面して人的勞力の不足を綏

和すると云'、見地から、或は生迷埒進の動力として墜縮

機の使用が一段巴埒加して來た。當赴に於ても是等の需

要に應じて 16年慶には相當なる台數を婁町乍した。大型

のものには60OHP が完成して目下運轉使用中である。

叉中型のものには30OHP の新型も塑イ乍演みである。披

械の改善に就いては常に考慮してゐる處で、回下製作中

の新型50OHP は從來の型をより一眉改良して製作され

るもので、其性能に就ては從來の型を凌駕するものとし

て期待されてゐる。

向最近開發しつX ある大型機に 750HPがある。其の

仕様は氣筒直徑低座側 8如mm 高墨側 520mm、衝程

530mm、回轉数 214、脚子排除量毎分125占m゜風座

5.63、乃至 7.73 氣墜である。歴力調整には電動機直結

運轉に最も適してゐる5段問隣容積制御方式を採用して

菱会電キ發

ゐる。本機の特徴とする處は、機械の大いさの割合に室

氣の出量が多く、叉回轉部分の潤滑は特別に考慮された

方法で有効的に行はれる事である。取扱ひが簡便で黙檢

の容易な事は從來のもの占同様である。

尚鑛山土木方面よbの要求により小型機の矧乍にも乘

出し、近い將來には 100~250 HP の標準禦品の出現も

見る筈である。

霧、'ニ

,

鑛山用通風機

通風機は古くから淡坑に發逹し、その後改良進歩を經

て種々の織造型式のものが考案され、使用場所に態ビ各

種のものが使用されてゐる。常赴に於て矧乍してゐろ炭

坑用主通風椴としては、三菱 FFD型強座通風機、大型

軸流通風機、オードナンス型通風機等があり、局部通風機主

してはオードナンス型シッコロ型の幅流式FL、及ぴ FP型

軸流通風機等があb、何れも多蚊製作納入し九が好評を

博してゐる。
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輸逸機、脚筒、損押機等低速運轉を必、要主する機械の

運轉には、電動機と減速齒車を一体に棚乍した減速電動
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殊に鑛山、炭坑に於ては坑内に於け乙コンべ卞の運轉や

避淡場、避鑛場に於ける各種機械の原動力占して、最近

著しく需要が堆加した。當赴に於ては% HP 乃至 50

HP のものを標準化し品質の向上に努めてゐる。

伺精錬所、セメントエ場、化學工場等に於ける擡押機、

混和機類には竪型のものが多く使用されろので、此種機

械に使用するのを目的として竪型減速電動機の開談を行

ひ既に%HP乃至 10ⅡP のものを製作納入したが、將

來益々需要堆加の趨勢にあるのを想ひ、引續き%HP

乃至 20 HP のものを標準化しつ＼ある。

残人電才甕

ルピックコ

本機は昭和 16年1月Ⅱ日付纏額統制令にて制定さ

れた唯一のコールビックで、崇坑向として至國至る處で愛

用されてゐる型である。其の打難力は東洋の石表に適應

し、重量は邦人に適して輕く、巧妙なる自動霞停叢置を

具備してゐると共に進だ喜ぱれ、需要は座倒的に多い。

當赴で材料、熱處理、工作の至般に亘り徹底せる贊験研

究の結果に成れるもので、ー・ケ年に亘る賓地試用の成績

に徴すれぱ、穿孔力即ち打撃力及ぴ打撃數は荘だ張力

で、之に對し反動は輕く、磨粍は極めて少く、重量も叉

最も輕い。本機の部分'1.は完至な互換性を有してゐる事

は勿Z兪である。
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で、當赴にて開爽以來多数を麒作納入したが、何れも好

靜を博してゐ名。交流電磁石と發條の聯動作用により金

網に電磁的振動を與へ、飾別けの目的を逹するもので、

その網目は、 30mm 程慶より 80 メッシユ或は 100メッシ1

の如き徴細なものに至ろ迄廣範圍に鑓へ得るものでf最

近でぱ化學工場等へ4廣く用ひられてゐろ。

磁石選鑛機

銑鋼一貫作業による銑鋼の自給自足は、我國工業國策

を技術的に確立する所以である。屑鐵を經濟的及ぴ量的

に豊富に得られる占しても、屑織の綴格は織鉱石に数倍

するから海外より輸入する事は經鴻泊勺ではな仏。海外依

存の屑織製鋼法より脆却して、銑鋼一貫作業の徹底化の

促推を計らねぱならぬ。銑綱一貫作業忙よれぱ燃料の節

A電才發

ノ〆

電季

約、餘剰瓦斯及ぴ鉱津の利用等により、經演的な操業が

出來る。最近操業上の研究の結果、我國の製鋼工場の現

在の設備のまXで込、屑鐵酉已合率を3%内外に切下げて

も、製鋼の可能な事が確認せられた。此程度の配合率な

らぱ自工場の作業工程中に自然生中る鋳塊の湯道及ぴ座

延鋼材の断屑によわ充分に自給出來る。屑鐵配合量の減

少の結果、當然銑鐡を多く使用せねぱならぬから、從つ

て銑鐵の埒産、即ち銑鐵原料たる鐵鑛石の豊富たろ供給

の確立を期せねぱならぬ。現在我國及ぴ滿支に有する無

盡藏の貧鑛を處理し、人造富鑛たらしめる爲に、磁力避

鑛機が採用され、優良、且つ經油泊勺なる事が贇證された

當赴にては永久磁石たる、當赴獨特のOP磁石を應用し

た大容量の M 型磁石避鉱機、 DA型磁石避機を歩"乍し

てゐたが、更に 16年麼に於て改良型のものを開霞製イ乍

し九。型式は M-663 型とし、織注は出來る限り簡單に

した爲、各部の黙檢容易、使用簡便等の特徴を有し、避

鑛能力に對しては特別な考案が加へられてある。

39

.

コールビック

三■1̂

VS、11 型ハンマースクリーン

密閉剰(給鍍口附)

VS・11 雪1 ハンマースクリーン

開放型(給鑛口附)
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改良奉は磁石部分の磁極の配列をし、吸着作用部占避

餌乍用部占の組合せとなし、枠組に取付ける。枠組の中

央部に支持軸を通し、水糟枠組.に支持せしめ、磁石の浸

永角度を正確忙定める事が出來る。給鉱品位に應じて簡

單に磁石の浸水角度を調整し、高品位の精鑛を得・る事が

出來る。流水誘導作用壁を設け、至給鉱を先至に磁極面

に作用せしめる。從來の給鉱状態では、%合鉱め一部が直

接側方にある過剰水口に流水する故、有用鉱物を流出せ

しめた爲に賓收率を低下せしめた。磁石部分の改良及ぴ

沈水誘導作用壁を設けた事により、給鑛容量毎時20kg

にてち精釧心別立缶%前後、尾鉱品位6%前後を示した

DA 型磁石選鉱機は DA-542 型として、吸着面に補助

磁氣誘導片を取付、磁力の堆張を計る様、考案カサ川へて

ある。

改良型は廻轉圓筒の内部より磁氣誘導片を突起せしめ

た磁氣誘導片列の問に補助磁氣誘導片を取付けた爲、吸

着面には均等なる張大な磁性を生じ、避鑛容量を堀大す

る事が出來た。補助磁氣誘導片を取付けた場合凸取除い

九場合を比較すれぱ、磁氣誘導片列の中央で、補助磁氣

誘導片付の場合は、100ガウスを示し、補助磁氣誘導片を

取除いた場合は 530ガウスにて、約二倍近く磁力を堆張

するを得、磁力を堆張せしめる事により磁力の調節を容

易ならしめた。

女

羨会電才契

M"663 測
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機

油田用電動機

我國刻下の状勢に於て油田の開發は急務中の急務であ

る事は論を俟たな山。産出量の少い我國としては治費節

約を徹底せしむ乙一方、至力を擧げてその増産に邁巡せ

石

ねぱならない。その影響を受けて、油田用電動機の需要

は逐年堆加し、中でも昨年度に於ては、堀鍵用 500亘P

(2×250HP.)と云ふ記録品の棚乍を完成したのである

が、今年度は更忙容量を瑜加し、60O HP のものを完成

納入した。

その要目は 2台一30011P.40OV 60~90or.P.m.8 極

卷絲型、他力通風型、刷子防爆安至堆防爆型、 50%速

度制御で、 300 馬力を 2 台並列とし、齒車装置により

90orp.m.を 270rp.m.程度に下げ、雋吼寺堀撚には 300

HP 1 台のみ使用し、卷上の際は 2 台並列に使用して

60O HP 主すろ。構池上の特徴巴しては集電瓊のみ外部

に突出せしめ耐座防爆擶造とし、電動機本体は、安至堆

防爆、閉鎖他力通風型占してある。通風方式は片方のづ

ラケットに取付けた竪型の風洞の中に、 2 HP 360or.P.m

FP-38 づ口弌ラ型途風機を内藏し、他力のづラケ,,トから

吸入し、電動機内部を冷却した室氣を上力へ排出すろ方

式としてあろ。本機は此極製晶.中では奔量に於て渕期的

のものであ乙。

M、663測磁石避鑛"晶用磁石部分

選

ゞ'

、

鑛

三



上記の如く2台の電動機を並列に齒車を介して使用し

堀聲用巴しては1台を、卷上用としては2台を使用する

運轉方式は、從來標凖ιして採用され來つたのであるが

齒車部分の入手が困難な爲に之に代ろ方式として、端子

接績により二重の容量に切替可能な單一の電動機を使用

する方式が研究され、第一着手として數台裟註し、目下

鏡意糾乍中であろ。その要月は 200/10OHP 40OV50、

8極 750r.P.m.であつて、奔量の切菩は 20OHP、デルタ

接續、 10O HP スター按續主するものであ乙。

y=

菱人電井發

浚漢船用電機品

浚洪船一隻に装備tる電機晶は、主ボンづ用、カッター

剛、ウインチ用等である。何れも普通陸上用のもの主異ろ

のは勿論であるが、一般船舶用のもの主も趣を異にし、
.

特殊の諸條件の下に計轟1すろ心、製功ξある。

昨年度に引續き六界量のものを多乳納入tるととが脚,

来た。即ち、主ボンづの?ド冕に於て850HP 分台、 100OHP

゛)".、
120OHP 1台 150OHP2台、であつた。"ロ、

主ボンづ用電動機ば、崎様に容量が瑜六ナろ士共に、

その設計には特に苦心を唖するものである。使削場所と

使用駄況の凡ゆ乙要條件に耐える爲、機械的張度と電氣

的超縁の優秀さが要求されるーカ、据イ寸場所が狹曜なた

め、小型經便なととが膨、契條件となる。士.祀の主ボンづ

用電動機は何れもづラ.,ケ,"型を打洲H/C所唖の條件を

充してゐる。

イ・

.ノ

20O H.P.60、 720r.P、m.
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カッター用電動披は許通、船尾露天に1足付けられ、軸の

傾科・角唆を貸更しつ＼使用するものであ乙から、その型

式は1坊フk型上 1/、は糊受を川ひて推力を支<、乙愉逃◆し

なけれぱならない。 20O HP 60、10糎外扇ゾ{Nのむのは

そのー一伊上ξある。

1,50O H.P.3,00OV 50、 375 r,P.m

30OH.P.40O V 60、 90or.P.m
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鐵及び鋼は、軍需品の生産に對し、直接なると間接な

るとを問はホ、とれに開聯する一釖の産業部門に對して

最も多量に要求せられる金弱材料であつて、その供給の

社羅は直ちに國運の進展に重大なる影郷を双ぽす因子主

なるものである。然乙に近時國際倩勢の緊迫は、徒らに

との材料の供給を外國に依存す乙事を許さ小、その自給

自足とそは現今臨戰休制下の我が岡にとつて、眞に喫緊

の要鵄であるが、とれに對し數午来各方画に於て計テ染せ

られたる、大規模な製織事業の生産擴充が續々完成しつ

、あり、當示上{こ於てもとれに姪じ、多鰍電桜".を受註、

鏡意鯲イ乍中であるが、 16年中に完成納入した雄昭蚊用電

機晶は、質量共に記録的なるもの多く叉主置動機及ぴ補

助電動機關係一切を含む至座延工場用晶一括の受註部仂ξ

多く注貝すべき年であつた。とれ等は何れも所期の成績

を以て運轉されてゐ乙が、棚乍者としてまととに欣峡に

堪えぬ所であ乙。以下その中主な乙ものを擧げろと六の

通りである。

製 鐵

菱'電キ疑

HP.最大回轉力 350T-M.70OV.0/40/10or.P.m.單電

機子型直流電動機で、との型の電動機占しては、容量は

本邦最大のものであ乙。従來との種の電動機として多く

用ひられた二重電機子型のものに比し、

1.回轉部重量が輕減せられた結果、との部の慣性能

率が小となり、加速及ぴ減速に要す乙時問を短縮し

て、作業能率を上げ得.乙。叉との爲に電氣的及ぴ機

械的の大なる荷軍を受け乙時問が短縮され乙。

2.銅損、卿磁損及び櫨械的損失がi咸少するから能率

が良好となる。

保守、里吊童の簡單凸な乙。
'、

0.

4.重量が概く所要材*1が少くてすむから債格が安い

4亭の111黒、'力ξある。

主電動ぢ愛電機は、 2 台の 3,oookw' 70OV.356r.P.m.

直所語委電機と 1台の 5,00O HP.3,30O V.60、356r.P.m.

卷線型誘導電動機を共通台床の上に於て直結し、直流發

電機側に WR゜2如T・・M゜の鋼板組立製の蓄勢輪を可挟

接手を以て連結し九ものであつて、火なろ蓄勢輪を有す

ろ爲、特殊の起動装置を設けてあ乙。冷却方法は主電動

機及ぴ電動發電機共、閉鎖通風方式を抓用してゐる。

尚との外勵磁機群、補助装置として電動途風機、軸受

滑油電動卯筒、低厭交流電源雛駆器、配電盤及ぴ制御装

置として交流及ぴ直流配電烹歓自動洞由調熟器等一式を

附屬してゐる。

他の業制織所向のもので昨秋工場試驗を終了し、目下

昨春完成した 46 叶逆轉スラ.,ビンづミjレ用電機遍.は、そ

の容量及ぴ内容に於て劃期的のものであつた。

座延用主電動機は、塑'力逹續 7,00O HP.最大 18,000

分塊ミル用主電機品
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現場組立中のづルーミンづミル用電機品は、励詑スラッピンづ

ミ」レ用電桜品と略々同様の仕様を有するものであるが、

座延用主電動桜は出力述續 7,00OHP.最大回軸.力 300

T-M.70OV.0/紋)/140r.P.m.の單電機子型直所f電動機

である。製品の性質上前者に此し、圓棒數が稍袖Kなつ

てゐる。主電動獲電機は 2 台の 3,oookw.70OV.375

/

6,00OH.P、 6,00OV 50、 375r.P、m.16 極歴延機用鼈動機

運
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r.P.m.の直流發電機とI WR'が 20OT-M゜の鐺鋼製蓄

勢輪を 1 台の 6,00O HP.6,00OV 50、 375 r.P.m.の 3

相卷線型誘導竃動機で運轉すろもので、冷却方式は前者

と相述し特姓の冷却循還方式で、その他起動装置を有し

勵磁機群、各種補助装置配電継及ぴ捌御装置等一式を附

屬してゐる。
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ピレット及びシートバー三ル用主電機品

某製織所に納入の連績ミ】レ用の主唾延電動機は、出力

連續 5,00O HP.6,00OV.50、250rp.m.閉鰻通風式、卷線

型3相誘導電動機2台で、補助装置として電動途風機、

軸受汎羽骨用油電動脚筒等を有し、制御装置としてWR-8

型自動液体起動器、蓮轉用及ぴ逆轉用配電盤等を附屬し

てゐ乙。

とのミルのボリ.,シンづスタンド用として 750 HP.60OV.

375/750r.P.m.直流電動機、エッ子ンづスタンド用として 175

HP.60O V.400/80o r.P.m.直所詐稔動機等があり、と1τ

等は何れもワールオナード式制御であつて、とれ等の電源

用直薪蔀叟電機は勵磁機主共に、 1,20O HP.6,00O V.'50'、

1,ooor.P.m.同期電動機により運轉されてゐる。

叉他の某婁写蛇所向の連續ミ1レ用の電機品1,略前'述のも

のに類似、し其の中の一部で昨年納入したものは出力連續

4,00OHP.3,00OV.50、 50orp.m.開放卷線型3相誘導

゛俺動機1台がある。とれには WR-7 型自動液体起動機

を附屬してゐ乙。其他は月下製作中である。
,

其他の歴延用誘導電動機

座延用誘導電弱j機は、15年末より16年にかけて大型

のものを多數型作納入した。その中主なるものは、前掲

羨会電才契
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曇亀陰

膨ザーヤー
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"勺'冥キ

の 6,00O HP.5,00O HP.4,00O HP.鯖1、6Jじ他 1,50O HP.

1,00OHP.程度のものは多敷あ乙が、何ILも多午の經驗

により、厭延用電動機としてN多の改良がなきれ、ギNこ
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5,00OH.P.6,00OV 50、 250rp.m.14 様艇延駿用篭動機
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菱゛、電キ發

陥
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註

構造は、熔接枠の方式を薯しく簡易化し、しかち機械的

及ぴ電氣的張麼には特別の注意を拂つて故障の繩無を期

^

^

4

してゐる。

軍竜'ー

補助
五^

動機

前記のスラッピンづミル及づルーミンづミル並に逹續ピレット

及シートバーミjレ等の座延工場用一切で直流電動機及亥流

電動機を含み大小數百台に及ぶ。

直流電動機ではミル用占して最も適した新らしい種類

を今度新に開發した其の中既に蓮轉中のものは 150HP.

220 V.妬o r.P.m.75 HP.220 V.50or.P.m.のものート数

台である。倫座延機用補助電動機は普通は一時間定格で

あろが、最近の大型逆轉唾延機の座下装置、鋼塊操縱機

ワック、主 0ーラーテーづル等用のものは一時問定格では不充

分であるが外形寸法を六きくすると占は徒ら1て1貫陛を埒

t丈で効果が少い、それで此の目的を逹すろために當赴

はとれらの電動機に我國に於ては朱だ珍らしい他力通風

方式を採用した。

交流電動機の大部分は各製鐵所の標準電動機であるが

との標準電動機にては不適當のものに對しては特殊の電

動機を開發した即ち座延機の 0-1レ墜下用電動機の如く

起動、停止の頻繁にして且つ低速なろ用途に對し冷却扇

^

メ

'

^

袖助篭動機制御奘置(交流用)

郵

友
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付卷線型誘導電動機を開硬、棚乍した。本機は主電動機

とは別に冷却用扇風機を有し、然か、主電動機に對し單

獨に運轉、停_止が出來る爲、使用率の嚴しき用途、並に

低速度の電動機に感用すろ時は、冷却効果極めて大なろ

爲、電動機を著しく小型郁量のものにtる事が出來ろ。

從つてとの電動機は標準外扇型電動機を辿、要とtろ凡て

の條件を滿足するものであつて、特殊荷役機械用、遠心

分離器用等にも愈用して極めて有利である。當赴ではと

れ等の用途に對し卷線型並ぴに箱形共多數製作納入して

ゐる。

尚多數の補助電動機應用の中には種々特殊の機械が多

數あり、とれらに對してはワードレオナード方式或は特殊の

自動運棒力式等が使用され電動機、制御装置共に未だ我

國に於ては吻めての特殊のものが多數あるがとれらの詳

細につぃては何れ改めて發表し度いと思、'、。

叉モーターローラーによる 0ーラーテーづルの各個運樽は最近

盆々盛んで從來多く輸入品に依存して居たのであるが當

赴はとれが開裂を行ひ種々の容量寸法の心の極めて多量

に受ミ誰"乍中である。
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氣化學工業区喬
^

輕金屬工業

殷賑を極めた我報金弼t業界も、陣容愈々定まつて、

國策備1立と共に子午此の方画は一刷朋を捌したかの親が

、ある。從って水卦製胃允器其の他の糒練削電源設備に就て

も型括巳すべき東1頁ぱ勵いのであるが、前午妾以來製作中

のものは夫々試驗を冗了して近ぐ質際dX舌動に入らノし士

して居る。此等を概詑すれぱ次の逓りである。

6卯V.10,00OA アルミニューム電解糟用電源設備

本設備は 3,oookxv、 60O V、 500O A の水銀整流器3

基を以て形成せられとの内常用器2基を以て蓮轉單位ι
、

されて尽「る。從って負1丁電流の調*キも設列剛;一括に行は

ろ、事となつて居る。

負荷電流の調整は直流奨流器及自動釜流調整器を經て

主器の格子を制御し.て行'、。

本設備に使用して居乙直流奨材詣二は TW-02測10,000

羨会電井發

..

、

L

ー"奄凾一
〔ゞ、、ーー

奪

1

ー+ずーー

Aであるが、於近には嘉眞山卯き 35,000/35 A のもの

も開蛮されて居乙。

柊子制御はとれを尖頭波契川峨器及移訳器によつて行'、

ととは從來占塗野匹いのであるが、低格子率を以て軍負

荷をかけ乙場合等には"貰散陽イオンの爲格子の捌御能が

失はれ通孤を生ホるに到る事.が俵めら肌(3 頁參照り、

婁町乍並使用上の參誘主す乙市'が出來た。

^

TW、02 酔1 考で

'司き

梳聨

'"

『瓢

会

(左よ b)

能

耀鄭器及懐流器々佳、白動'"流胴懐淋
及び汝.型捌御継

器膝器

紗

.

^

化學川水銀擁流器眞牢制御盤
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化學用水銀整流器は用途の性質上一般に矩榔の確贇な

る事と同時に取扱ひの簡便なる事が要求せられる。爲眞

に示す配電盡引含斯る意味に於て設計せられ九ものであ

乙。

500/550V 6,00OA マグネ己ユーム

電解槽用水銀整流器

本器は 6C、、18 極、制御格子附定電沈水銀整沈器で

竃嘩 750V、睿量 450okW 迄使用可能の當赴禦最六容

量のものである。

本器の受電は 11,0ρOV、塗座器はー・次、ニラ々二亜星.形

に結ぱれ、とれを 12 個の陽極平衡線輪を通して 18 個

の陽極に導いて居ろ。此の陽極には各々過帋厭於電奘置

がつないである。

本器の保談装置としては一般設備と同様眞室保護、過
1

勲保護等が設けられて居るが、故障時に回路の遮断を俟

つ事無く超速に通電を停_止し得る事の出來るのは、此等

制御格子附水銀整流器の特徴である。而して本設備には

高述度遮断器が設備されてあろので更に信頼度の高いも

の主なつて居る。

本整流器の附屬配電盤は爲眞の通りである。

250/2卯V I0,00OA 曹達製造工場納回轉燮流機

上祀回轉雙流機は竃流容量に於て本邦有數の大容量機

であるが、今回 50サイク1レ機及 60サイクル機が各1【察宛製

作され九。極數は何れも 24 極、回判鄭'は 250 及 300

r.P.m.である。

常赴は既往塑H乍の經験もあり、技術上設刷型作共に支

璋す乙處無く世める事がW,來た。

275V 6,OCOA 亞鉛鑛業用回轉墾流機

オq遵は 60 サイクル、 12極、 60o r.P.nl.でとれは励1田當

ホ士が塑耳乍した 250 V 660O A、機と類仞、容量のものであ

るが今回は更に 275V、 6,00OA の要求が加へられた爲

前同孝町乍のちのに此い袈心部長さを増し系市量も堆加し

て居る。

本機の起動は誘導同期電動機により極めて圓測'に行は

れ、容易に系統につながれる。而して該起動電動機は始

動完了すれぱ、主機から切航装置により芬雛されるとと

になつて居る。

轟

蔆'、電キ發 47

'

液体燃料工業

燃料工業用電源設備

暈光既に紫白と化し、百千萬の雷撃一閃南力の敵性は

忽ち爆霞せん占する消散tろと難、彼尚長期戰を呼ぶ陦

備へ我にありの聲郵國邊々に滿ち、衝天の意氣縊ろXを

覺ゆる次第であ乙が、我液体燃料工業も備へ既にあり、

適切な計・譜の下に績々萬釡の設備が進められて居る。即

ち火力礎電所巴してookvAターポ發電機0台を備'、る

もの、 ookvA、ユ式ターポ鎚電機n峯のもの等の外

駿電所にあつても oo kvA oo kvA等何れも00面

悍度の餓鸞盤を持つものが多數製作されて居る。

水性瓦斯ぎ孟生鱸自動制御装置

時局下石油の増産は緊急を雲する問題であるが、その

合成或は精製には多量のフk1生瓦斯を必要とtる。當赴は

との水陛瓦斯裴生鱸を安至に能率よく運轉する爲、特殊

の自動制御装置の開裟を先成し某人池石油工場に納入し

た。尚風下引續き各方面向に多數劉乍中である。化學工

業機械の電氣操作は、今後の電氣態用の薪分野として、

電機製逃者が力を注ぐべきものであらう。

6.00OA 水銀藥流器

三
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遷

水素防爆型誘導電動機

化學工業中、水素を主として耳対及■、工場が堆加すると

共に、とれ等工場に使用する電機品に對tる水素防爆構

造が要求される。某人造石油工場のクレーン用電動機と

して 7.5kW 乃至 40kW 8極乃至 10 極の多數の水素

防爆型電動機を製乍納入した。枇造は冷却効果を堆す爲

に耐座彊度を高めろ爲、りづ附至閉型とした。水素は軸

受或は締村部等の問隙を通じて火焔が逸走し、外部の水

素に黙火爆礎を起す傾向が非常に袈い爲、それ等の構浩

には特に苦心を拂つてゐる。

水性瓦斯我生姫用白動制御共胤

一

堆して來て居る。咋午度に於ける納入ぶ.を表祀すれぱ下

記の通りである。

27

水乗防爆剛誘導電動機

貨物

貨物

貨物

給仕

貝物

貨物

貨物

貨物

貨物

貨物

貨物

貨物

給仕

貨物

貨物

貨物

給仕

貨物

貨物

貨物

給仕

車楠

力

交流二段速皮

交流一段迹度

交流二段速度

直流定電駆

直流定篭艇

交流一段述度

交流一・段逑度

交涜二段迹度

交流二段速度

交流二段速疫

這流定確艇

直梳定篭麼

直流定電艇

交涜一段速度

交流一段恕疫

交流・一段速疫

交涜一段述度

交流二段速度

直流定電艇

直流定篭駆

直流定1苞麼

可瑛篭應

エレベータは建築設備の一部門として食料品、料理を各

階へ運搬する給仕 1レベータ士事務所、ホテ1レ、百貨店に設

備される貨物用、乘用のエレベータが有つて建築物内の交

通の重要なる役割をなし、受註も逐年堆加して居る。然

るに今事塗忙際會し、生産擴充の強化に件・ひ高暦建築の

制限となり、乘用 1レベータの受註は急減したがとれに引

替へエレベータの利用は廣く交通運輸の機關に於ける昇降

装置として、織道運輸貨物のエレベータ、陞這堅坑工事用

エレペータ、車締運搬用 1レベータ、艦船用のエレベータ等の大

小種々なろ貨物用エレベータの受詮は事縫前に、堆してi敷

^

2

式隔捌譜引'二N入新
抑釦制御

押釦制御

抑釦制御

判1釦制御

艸釦制御

判1釦制御

カコスイリチ

制御

抑釦制御

艸釦制御

艸釦制御

抑釦制御

艸釦制御

脚釦制御

"{釦制御

艸釦制御

判{釦制御

押釦制御

抑釦制御

判1金飾噺卸

抑釦制御

工 レ

搬

4 2000

4

タ

2000

2

30

3

1000

501

30

3

45

3

500

1000 !

7001

30

2

27

2 2000 45

20

3

9000

30

2000

ユ 2000

3

45

5001 27
500 273

45

ユ

東京

2

50

4001

2

名古屋

船舶

船舶

東昂

東凉

赫戸

名古屋

プC 阪

船舶

誘舶

般舶

大阪

交流エレベータにあつては貨物用◆して特忙着床面の正

確を吃、要とする場合叉は乘カゴの速度が 60 米毎分以上

の場合にはタテッナギ電動機"含極を使用して居る。次頁

の右上爲眞は其の改良型 EMB 500 型である。卷上電

動機は電磁づレー千、減速装置及ぴツナ車軸受と共に鋳鐵

製中室箱型のべットに取付けられ一体となイつて居る。ウォー

27

2

1000

30

2

1000

押釦制御

押釦制御

20

3

50

30

3500

5

東京

35

3

用途

500

30

3

500
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ム齒車ポス主ツナ車ポス主はーつ鋳物とし高級

セミスチー】レ製であり齒車軸に嶺入して軸兩端の

弌手スタル軸受に依り支持せしめて居る。最六懸

垂荷重は 7000 証である。

貨物エレベータは逐年大容量のものを要求せら

れ、最近では 4,500毫、 6,000 旺から 9,000 竈

のエレベータを製作納入して居る。下爲眞は容量

ⅨX)0旺速度如米毎分、可饗電墜式エレペータの

卷上機を示し次頁爲眞はその乘力づの組立圖を

示したものである。

卷上電動機、電磁づレー千、減速齒車装置、及

ぴツナ車軸軸受は鋳鐵製中室箱型のべ.介に取

付けられ一体となつて居る。電動機の高速回轉

に對し、ツナ車の回轉は強0 とせしむるウオーム

夷会電才發

ギ卞一装置を減速齒車箱内に納めて居る。との

箱内に發生すろ熱は速かに放散せしむる爲箱の

表面には面積の廣いラ子エターを付して居る。ツナ車ポス

とウォーム齒車ポスとはーつ鋳物とし高級セミスチール製で

ある。即ち牽引力はウオーム齒車から直接にツナ車に傳逵

'ー@
ゞり,1J、、■

二ι=

49

＼

ご ゴ才

MEB 500 卯1卷上機(交流二段漣疫)

せられ、主軸は捻力を受けるととなく乗カゴと釣合オモ

りの懸垂荷重のみにて肝む。との卷上機の最大懸垂荷重

は 30,000柾であろ。

"

'

.ー

之「

4名

EM.900 型卷上.靜望(可掛電歴式)

Ξ
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爲眞に示す如く乘力づの大さはとれまで製イ乍せられ

て居るエレペータの數倍或は數拾倍も大型であると占を特

異巴するもので、カゴ床の奥行は 9.5米の長いものであ

る。乘力づの前側及ぴ後側の出入口に近く'運轉手並に助

手席を設けてエレベータの運轉を掌どらしめる。との出入

口の扉は一放の上下に開閉する扉であり、右に卷上電動

機を持つて單獨に扉を開閉なし得るものである。即ち運

轉手が運轉用の邦釦を押せぱ制御盤上の鞭電器及ぴ電磁

接觸器が作動して力づの扉及ぴ乗場の扉は同時に閉ぢ、
毛

各扉が完至に閉づれぱ制御盤上の器具は作動して1レベー

タを運轉せしむろ。吹に停止階に近づけぱ乘力づでは自

動的に減速、停止をなすのであるが、停、止直前忙於て繼

電器及ぴ電磁接觸器を作動せしめて扉開閉用の卷上機を

前巴は逆方向に運轉せしめ、扉气開くのである。右爲眞

はとのエレベータの制御盤を示す。

羨会電井發
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舮 舶

最近數年問、我造船界は相績いて大型豪華客船、・民速

貨物船等の優秀船を建造し、大いに我逝船技術の卓越性

を中外に誇示したが、 16年度に於ては大型船の建造も

引續き行はれたが、特に中・小型船が多數建造され、當

社に於てはとれ等の船舶に搭載すろ電源用変電機、揚錨

機、車地機、揚貨機、操舵機等の印板關係補機用電動装

置、ボンづ、絵風機其の他の機開室開係袖機用並に船内一

般電機品を多数側乍した。袰に交流化船ιして覗聽を集

めた鐵道省關釜逹絡船金剛丸、興安丸姉妹船に當赴から

納入した電機品は、幸に好評を得貝下途次建造されっX

ある鐡道名の同樋交流電化船にもすべて當赴電機品が抓

用されてゐ乙。

16年慶に製作納入した同型船.天山丸用の電櫨品類は

犠j止に於て更に各種の研究改良を施し、舶用として、、叉

亥流電化用として遺憾なきを期し,九ものであ乙。

吹に 16年度に捉作し九主な乙舶用電機磊.を舉げれぱ

亥の通bである。

電源用主駿電機及燮厘器

天山メL用として 625 kvA、 2:]5V、 1,20o r.P.1n.、 6000

力率 10.3 相交流發電機を製作した。タービン直ホ苗重榔で

舶用交流發電機主しては大型のものに屬する。完至なる

防滴構造とし、震動に耐へる等舶用占して最適の様に設

計製作され九。叉同船用電熱及ぴ照明用として 50kvA

及ぴ10kvA、舶用雙巫器を納入した。何れも 1吹 220V

2 弐 105/10O V で油密型凸なつてゐる。

直流電源としては 530kw、 225V、 1,20or.P.m.タービ

ン直結直流發電機を製乍中であるが、とれも馳に製作せ

る 60okW直流礎電機占共に舶用發電機占しては最六容
.

量の沼のである。

甲板關係補機用電機品

天山丸用凸して製乍した揚錨機用電動機はⅡOHP.

舗OV、 60or.P.m.他勵式、 1三時間定格の直流電動機で、

誘導電動機直結直流發電機及ぴ勵磁機付ワードレオナード制

御方式となつてゐる。

同船用車地機用電動機も同樣ワードレオナード制御方式で

電動機は 80HP、 250V、 60or.P.m.他勵式、%時問定

▲電井染

格とたつてゐる。下圖は 110HP 及ぴ 80HP 電動装置

の結線略圖である。普通のワードレオナード式は覧琳能率よ

<、微細に速度制御を行ひ得る優れた特徴を有するにも

拘ら中、此の種卷上機に最も必要なろ負荷の鑓動に即應

して速度が廣範圍に塑動する陛質を具備せしめ得ない缺

谿がある。本船の電動装置はワードレオナード式に改良を施

し、此圖に示す如き簡單なろ方式によりとの缺黙を除去

したもので、次の2黙を特徴とする。

1 主電動機に2組の他勵界磁を設け、1組を定電厘
゛

によ'り勵磁し、他の1組を負荷に鰹じて燮動する翅

竃座によ b勵磁すろ。

都
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a

2 勵磁機として單一電機子及ぴ單一整流・子より成る

普通の小容量直流機1台を備へ、とれを定電厭主鍵

電座の兩様の勵磁機電源に使用す乙。

との方式により構造簡單、取扱ひ極めて容易にして、

然かも圖の如き卷上機として良好適切なる速度特性を有

すろものとなし得た・。

叉船舶の揚貨装置としてデッキづづクレーンが設備さ,才した

のは金剛丸、興安丸を以て噛矢とすろが、天山丸にはー'

層改良され九新型が搭鐵されてゐる。

叉、甲板用電機の交流電磁づレー牛は從來殆ど沓型で

あつたが、船舶の交流化が暹むにつれ水符型のものが要

求される様になつた。との目的には圓盤型が理想的であ

つて、常赴に於ては二三年前よりとの種のものを製作し

てゐるが、成結は良好である。との特徴としては、水搭

構造が容易なろと主の外に、手動程放、回轉力の調井窪、

づライニンが摩耗した場合の調整等が極めて容易に出來る

事等が卑げられろ。現在製作し九ものは 50 HP 程度迄

であろが、とれ以上のものも製イ乍可能である。

羨会電才契

舶用送風機

機關室給氣用として FOL-70オードナンス途風機を製作

し九。6kWの管通風防水型Mk誘導電動機と可挑聯結

子により直結され、途風機扇車の軸受台と電動機は同一

台床上に据付けてある。

FP-110 竪型刺1流途風機は、 15 HP、 MS 型誘導電動

機と直結し、電動機の黙検、修理に便利なる様に通風筒

を二っ割とし、ヒン子を以て簡單に開閉される様になつて

居る。 FP-150 横型軸流途風機は、容量に於て FP-160

梨に次ぐ大型機で、羽根車の直徑は、15如mmであろ。
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J、

90HP 220 V 60、 16 P 450rp.m

づ卞ネーボンラ用水吻剛誘導確動機

桑閉自己通風型 30kw MK型誘導電動機占直蒲し、冷

却室氣は特設の通風管により、電動桜内部に取入れる様

になつてゐる。

邑

水釖型誘導電動機

交流船に使用する誘導電動機の型式は、剛拂B用として

の特殊性を老慮し、當靭より愼重研究の上、所謂フk切型

を開霞抓用したのであるが、使用の寶績に徴して、との

型に賓に改良を加へた瓢型水釖型の標準を新に完放した

が、特に船舶用としては、保安上供給電唾の制限を受け

乙結果、端子槌が戸六主なろ見、その荷匙占河U寸には特

.,^

二

53

、."凱

琴

忙意を用ひた。 16年虔中にはとの沸b勺こよる誘導電動

機を、大小多數完成納入すろ事が出來た。

舶用主配 電 月点
^

16年度に於ては、三池丸、三島丸等の 30okxV 獲電

機用主配電盤に績いて天山丸用 625RVA 交流裟置機用

主配電繋等を饗作した。

ト1」三ンづタンクコ少ク帋11御装置

才

客車叉は貨車を積込む時忙、船の傾きを調節する爲に

水槽を用意し、フk量を加減するものである。尚tルシン電

動機を用ひタンクの水位を船橋及機關室にて知る事の出

來る様にしたものもあ乙。との種の装翌は何れもホ邦噛

女のものであらう。

220 V 60 、汽織弧歴通厄●1川60HP

水釖剛誘導鼈動機

/

'

こy

105 kW 220 V 60 、 12 2'1P

600/30or.P.m.二k循1買水

ボンづ用水U」駄挑導確動機
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芽

Z 規程の適用

軍需品の測乍と生迷償充の爲{こ、各種資材の需要は盆

々堆加し、加'、るに靴入の社絶と相俟つて、國内産出額

のみを以てしては、その需給關係に圓溺を缺くに至つた

従つて電機品製造にむけられる資材も制限を張化されつ

、あろ際、最小量の材料を以て最大量の電機品を剣乍す

べく努力tるととは、國策に順應す乙爲の心、然の成行と

稱すべきである。との貝的逹成の爲忙、日本電氣工藝委

員會では昭矛Π 13年{こ JEC-35 Z, JEC-36Z, JEC・・37Z

電氣機器の温度に關する暫定標準規程を制定し、昭和14

年4月には電氣協會JEA-30IZ開放型3相誘導電動櫨規

格の制定を見、昭和 16 午7月には商工省の臨時旧本標

準規格第 21驍開放型3相誘導電動機が發表されてゐ乙

かくて昭和 15年度を從來の規程よりZ規程への推移の

過渡期凸して、昭和 16 午度に於ては、釡面的にZ規程

によろ製偏.が矧乍納入さ丸た:

アル三電動機

銅の入手困卦'の爲、電動機用謹体としてア」レミニウム代

置問題は、茲數午來の研究事項であつたが、當赴に於て

ち兩三年前より出力50HP未浦のもの數匝に就き、至ア

ルミ誘導電動機を試作し、その後苛酷なる條件の下忙耐

久試驗を行つてゐるが、異常なく運軸はれてゐ乙。

叉從來のB級絶縁材料として石綿が用ひられて居たが

とれに代り、無ア1レかj 硝子繊維を絶縁材料として使用

する事が各所に於て研究されてゐるが、當祗に於ても各

種の硝子繊維絶縁電動機を試作し、風下耐久試験續行中

である。

大型高速度誘導電動機

16年度に製作した主な乙火型商速度誘導電動機とし

て滿洲電業株式會祗に納入した給水ボンづ用電動機があ

る。 750 HP 330OV 50 、 3,ooor.P.m.速度制御 20%

卷線型閉鎖通風式3相誘導電動機で、本機の設計塑中F{こ

當つて、特に老慮を拂つたのは臨界速度のa切肱なる決定

であつ九。即ちとの種電動機では、回轉子鐵心の設計'上

般工業用品

般

菱'電井發

動機

軸の太さ1こ制限を受け乙爲、硫界速度は規定回郷以下と

な乙。叉積層織心付回轉子の臨界速度決定は、ターポ獲

電機の回,専子の如き一体のもの比比して困難であ乙。本

機は以上の黙に特に考慮を拂ひ、所期の目的を逹す乙事

を得た。

新型起重機用電動機

起重機用電動機に就ては昭和8午3月鐵道街'標準が制

定されて以來、日本製織、呉油匪昌工廠、日本起重機製造

工業組合等にて冶夫々標準が制定さ丸九。

當赴に於ても最近從來の三菱標準主は別途に新1こ上祀

各標準を包含す乙三斐隠凖(Z規程)起電機用電動機を

制定し、且つ織造に就て、特1こ老慮じ薪剛式を制定した

取付主要寸法は上祀各規格に規定してあろが各部の詳細

寸法に就ては規定なきため電動機の至高さ、玉長、最大

幅は各赴まちまちであ乙。電動機の占有す乙室問容積は

起軍機系体の占肩す乙据付寸法に直按開係t乙ものであ

"^^

新剛起電機用篭動機

゛

750 H.P.3,30OV 50、 3,ooor.P.m.誘導鼈動機

三

電



るから特に口出線保護カバーを電動機忰の最大幅よb大

巴ならぬ様工夫した。叉高さを低くナる爲めにアイポルト

は電動機枠の至高さ以下{て設け、据村場所を可及的小な

らしめろととに努力した。

MK全閉型口ーラーモートル

本機は鯲織用口ーラ、コンベヤーの單獨運縛用占して口ーラ

●組合せ一体主し使用せらる、もので口ーラの一個厩に

一台の電動機を齒車によつて結合tるのであろ。本機の

特徴主tる主とろぱ

1. B種絶繰に硝子繊継絶縁電線を使用した最新の耐

熱絶繰を施してあるとと、

2.冷却面積を堆大したるりづ村きの至務閉型フレーム

占したるとと、

3.起動圓轉力を六にし起動電流を極力少なくしたる

と主、

4.分解、組.立を容易にした雉造としたるとと、

等である、起動、運轉、逆轉を頻繁に行ひ鋼塊より

の副射熱を受けると心過勲ナると占なく圓滑に運轉

が出來る。
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易

H0型電氣ホイスト

H0型電氣ホイストは懸垂型、手押走行型、鎖動走行

型、電動走行型の4種類があつて懸垂型を除き各型占も

集電装置を取りつけるととが出來る、卷上げ卷下し、機枇

は各型古も同一であつて爲眞は1噸鎖動走行型を示t。

卷上に鎖を用ひるから、フックの部分が簡單で、卷上

に鋼索を使つたものに比して、鎖は長期問の使用に耐え

ると巴が出來る。操作は、抑釦方式を採用してゐろから

片手操作が批來、 1型鋼の高さに從つて、鎖の長さを適

當に決めると占が出來るから、揚程に制御を受けず最も

使用に便利な長さにて使用す乙と占が出來る。

先至なる襖コロカ式の荷重づレーキ及ぴ、電動機に組

み込んだ張力な電磁制動器によつて、淋寳に荷軍を立持

t乙ととが出來乙。

起重機用防爆型電機品

近年人造石油土業或は原油精饗工業の發途、批張上共

に之等に使用され乙特砕瓦斯防爆型電氣晶の受註は桐當

多額に上つてゐる。今年度に於ても相當多數起軍機用防

爆型電機品を峡作納入したので之等の二三を紹介する。

一般にf電路を開閉し火花の裴生すろ開閉器V保獣凾、

制御器等を爆裂性瓦斯の存在する場所に使用する場合に
.

は獣隙防爆俳造、油入防爆織浩叉は耐嘩防爆構造の何れ

かに依らねぱならぬ。瓦斯の種類によつて狹隊防爆佛造

の許されぬ場合には油入防爆構造に灸怨亀とが↓誹亥的簡

單であつて從來一般に行はれてゐた。然し起重機の如き

.

'

MK 釡閉梨 0ーラーモートル
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用途に對し、ては油入上するととは望或しくないので製

作が謡分面倒ではあ乙が開閉器、保護凾、制御器等は總

て耐畷防爆儲迭主して梨作した。但し柳咽1抵抗器のみは

安至堆構池で詣る。下に之等の寓眞を示す。

残会電才發

0 -ー
,ゞ,,i1工ξ苧

「"

'ヤーι".ー_,

誘多が

^

四

'モリ

三聯式力ード運轉装置

紡モ、紬糸、屑綿穿の紡織工場に於て短紲縦屑綿の梳

綿工程1こ使用せられ乙機械で、普通の梳綿櫨(カード)●

同様の俳注のものであ乙がB台或は3f゛を 1細としたも

のであ乙。

逹結式力ードの運轉力法士して、各力ードを單獨電動

機により'駆動し、且つ各々を河期.運轉させ乙ものが最近

の實耿であ乙。同朔運轉は特に起動及停_止の際に必要で

あり、一般には卷線型誘導電動機を使用し,て、二次側を、

共通抵抗器{こ按續す乙力式が採用されて尻'乙。今回當赴

にて製作したものも上詑の力式のものであるが、停_止の

際に逆相制動を行はせR.つ逝刈防止繼冠器を使用して、

電動機が逆同榔しない様にしたものである。此の方法に

於ては逆相制動の際の二次抵抗を適常に暖べぱ停_1部寺間

を縮少して、員.つ安至f叫竹{こ停止操作が行はれる。
安令増防爆剛づり,,ド 1財亢1舸

喧一

^'
'＼
、、

'''.

ノ

而"砥防爆刑篭磁釧勅機A B-7 F 川J

^

七一

イ

二堆■撫呈

、匡阜
D

雇玉1ご←'

床 1オ桑作式 F,12 沖姉"砥防爆則制御器防爆型開閉器 1銅

"司

向1 鄭防爆兀1 侭池 1繭

武

F、12 測耐厭防爆刑制御器
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羨A電キ契

三琳式力ード漣轉奘羅制御両

.白、

冷媒にはクロールメチル(CH. CD を使用して居る。債

格低廉で國産にて充分に需要に應中るととが出来ろ。

特'徴

1.此の種歴縮機の故障の六部分を占める、軸對装置

に、特殊のバ.リ牛ン及ぴ、ハメ輪を使用してゐるから、

手入れの時に簡單に摺り合せが出來、至体を分解すろ必

要が無い。

厘縮機のシルづ壁は吸氣瓦斯の冷梨を以て、冷0
'コ.

却すろ様になつて居り、弁板の上部は、凝縮フkの材液を

利用して冷却するから、ビストンの燒け付くととが無い。

3.至自動操イ乍を行'、ととが佳,來るから、温慶需節に

手人を要しない。

爲眞は% HP のものを示す。{吸入座力 0.8kg/cm゜

(-10゜C)、冷却フk温度 20゜C、冷凍能力 120okcavhr

であろ。

三聯式力ード並陣雫奘羅制御爾

電 力計積算

OM型籔板ペース積算電力計

鼈力を特に正確に計量する艮的に使用せられ、總ガラ

スカパーを特徴とする本計器は從來鋳戡饗ベースを使用し

て居たが、村料討沫勺の見地から鐵板ベースに改良し九。

とれにより重量を可なり幌減tろ事が忠來る。

MY型三素子積算電力計

三相四線式、叉は負荷及ぴ電源の中性黙が共に接地

された三線式不千衝負荷回路に對してば、二電力計測

定法による、積算電力計は用ひられない。叉二個の單

相式動作装置を組合せて作つた、三相四線式計器は星

形蜂時値の總、禾Πが零にならざる場合には誤差を生ビ、

不適當なるも、三箇の單相式動作共置を組.合せて作つ

た、本計暑昌は如何なる負荷に於ても正し,き計量を爲す

ものである。接續を燮へ東ぱ三相三線式にも使用し得

乙菅勿論であろ。

CVV型水冷式冷凍機

CW委少k冷式冷凍機は、横型の凝縮器粂液だめを有し

台上に座縮機主電動機を配置したもので、鼈動機は直流

亥流何れに依つても蓮愽し使用出來ろ。

^

57

MY刑三崇子粘贊電力計

'弔争Y

構造

幅450粍、高さ 820粍、奥行如0粍、アルマイトニ臣張

りで、室内の上段に氷受皿を置き、中、下段に、格納品

の受板を県へて居ろ、更に、下段に食器県の格納箱を具

へて居ろ。

器内は、撫氣、或はフk滴等に依り、發熱体が浸される

爲、三菱特許アルミカヒーターを使用して、之等を先至に防

止して居る。

12V 385W 食糧庫

を切井調節し得る織

^、

1健fl

OM測

鐵板ベース粘篠篭力計

^

温慶及調節

三段切巷スイッチに依り、ヒーター
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究されてゐたが、完至なる燃燒器力U匹かつ九ために、成

功するに至らなかつた。 MD測三斐ター1レ燃燒器の出現

に依つて、從來は臓訂,として取扱はれてゐた、高温タール

が、軍要なる燃料として利用出來乙ととになつた。

本燃燒器はタールノカレの周圍に高畷及ぴ低厘の吹付

ノズ}レを有し、烈辻樹伏態によつて、高座の風、低座の風

を自由に調節するととが出來ろために、譜嘉謡ター1レを完

至に燃燒させろととが出來乙と共に、調節弁の中心に掃

除用の穴及ぴコックを備へてゐるから、使用中に焚ても

隨時ノズ1レの掃除をす乙ととが出來乙利勵を有す。

使用先は非鐵金屬熔解用、金罵處理用、癒業用その他

重油パーナを使用す乙所持代用川來乙。

重油パーナを使用してい九所に、本燃力祇器を用ひ、高
.

温タールを燃料とした時に、贇驗した乙所によれぱ、次

の通りとなり、重油を使用し,た時に此し、操作回數を倍

加ナろ事が出來た。

に

12V 38瓢V 食机応

,.['▲"、

、.ノ"ノ才、C,、北i立

、ー、^^ 編ヂ=

ノ=,

宅

'J

造となつて居・り、其の温度は、温慶指ポ器に依り容易に

讃み取る事が出來乙。

使用範圍

本器は食品の凍結、叉は腐敗等を防ぐ目的に利用せら

れ、即ち、氣温が甚しく上昇した場合等は、氷塊を入札

て室内温度を下降せしめ、叉氣温の降下茜しき場合は、

電熱スィ.ワチを入札、適當なる温度に、室温を保つ事が

出來る。特に腐敗すろ物に對しては、其危険温度 20゜~

30゜C を避けて、温度を保つ事が出來る。

本器は、小型樫量を主眼として饗作したものであろか

ら、族客飛行機等には最適のものである。

MD型=麦交ール燃燒器

鵡リ録ター1レを燃料として使用すろ方法は、各方面で研

C、V N,!フ」< 1介式 1令洪! 1光

37.801丘:

IW'火*シ田撚価数1使""

タ 45.75

重油 18立¥1.51、商温タール(1兌水)18立¥2.20 とし

て討'笄したが、高温ター1レ U1兌オ0 は將來¥1.80 程変ま

で値下げの餘地があ乙から、1トン當り燃料些としては

重油と同額となり、操作回叫の多いだけ高温ター}レの力

力ξ刊益●な乙のであ乙。

MD刑三茂タール燃焼器

ーー"ぜー、
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220V 11KVV 電氣バン燒器

村4 j古

本器は、18kW パン燒器占企一描淀占にして、其の小型

U)ものである。

幅 1,570米、高さ 1,830米、奥行 1,950米、鋼板禦二

鴛張りで、熔燒室は二段であり、由色塗料仕」二げである。

温麼及調節

各室は、單獨に各々三段切替スィッチに依り、ヒーター

を切巷調節し得る構造となつて居り、其の温度は、温慶

指示器に依り、外部より容易に演み取る事が出來る。

使用範圍

本器は、バン、ピスケット、其他スボンチケー千類等、阪々異

つた倍燒温度が必要な物にも、充分其目的を果し得ろ、

のであり、廣範圍に利用し得る。叉内部品の燒上り工合

等を見る爲に、室内に如W照1明ランラが装置してある

爲非常に便羽上である。

菱A電キ發

95 種ミ ンニJ

瓣迭は105種ミシンと同様であるが、袈力であって、

厚さ 5粍程の革、セ1レロイド、ポー1レ紙、帆布等を縫'、のに

用ひる。糸は麻糸 20 番、 21番、叉は絹糸 7 番、 9 番等

で、針は 214×1、 25 番、 26 番等を使用tる、

縫速度は誠分800~1000針が良い

,

シ
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縫床を『%てしたい時には、鳶眞に示t如く千板をつけ

る車が出來る。

1邑
「 1L

U型テーづル

95 種ミシン105 種ミシン等の腕ミシンを電動趣樽すろ

爲の台脚であ乙。筒縫作業に便利なろ様に前方を四状に
゛

切拔いてあ乙。

R型テーづル

一般家庭用55種ミシンを洋裁屋に向く樣に運縛する爲

の台脚である、工型テーづル主類似の形}伏であ乙が、ハ

ズミ車が大である。^

づルミシン

影が"
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MT 42 型倶レット旋盤

ダイヤル式の速度燮換装置を有し、主軸速度は最高毎分

1,500回博にして、最大直徑42粍迄の棒材作業に適する

極めて能丞珀りな張カタレット旋盤である。

往復台、タレ.介台、及ぴ横途り台は共に自動途り装置

を有し、 6 長杉漬に塗化川'來乙。

工作機械及電動工具

A電キ發

ー^

ず1
宅

MT 38型タレット旋盤に手動バーチヤックを取付けたも

ので、最大直徑 38 粍迄の棒材作業に適tる、極めて能

率的な、タレット綻盤である。從來のドロウインチヤ,,ク式に

較べて、操作簡單にして、チ卞ツク能力大きく、且つ軸方

向の動き無しに、材料を把む事が出來るのが特徽である

づυーナー用電氣設備

以上のタトエイ乍機械電氣用設備は多數製作されたが、共

中づレーナー用ワードレオナード式孜備として 40HP 200/1000

R.P.M.のもの 2 細.、 40 HP 250/100O R.P.M.のもの 1

紀.がある。從來のものに比し電1珍機の冷却方法や制御力

式等の勳{て於て改良せられた。向同下當赴獨特の自動裂

途装置を備へ著しく電化、内動化せられたものも多吸雙

作中であ乙。

MT 38 型タレット旋盤

(手動バーチャック式)

>
＼

路

"ー!

MT421剖タレヅト旋継

'左,

定寸内面研磨盤用電機品

東洋工業株式會測陸1定寸サイズマチ,ク内面研麼盤用電

.、

MT 384'!タ

、、、
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MT-38 測タレ,介旅繋手動バーチ卞,りク部分
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機晶を我吐に於て一括棚乍し、備引纏き多數測乍中であ

る。電機品凸しては下記のものが装備されて居る。

5馬力籠形誘導電動機砥石用

主軸台用 ・1占馬力企 上(四段速度)

2.5馬力企 1油ボンづ用

定寸装置用 23ワ介直流分卷發電機 a2ポルト)

制御装置 主電磁接觸器凾、極数雛換開閉器

操作(押釦)開閉器、制限開閉器

圓板形電磁づレーキ、定寸装置用電路接

觸部及電磁石。

各電動機は機械の性質上特に振動に注意し、伺主軸台

用電動機は出力並に起動、回轉力に對して特別た考慮が

拂はれて居る。制御装置も各電動機間に逹動装置を有し

且つ各種の操作が便利である様、形飲、配置等が、考慮

されて居る。

定寸装置は本機械の特長のーつで、直流電動機による

電氣回路と油座とが關聯して、抑釦を一回操作するのみ

で、加工品を精籟に所定寸法に研磨仕上げするもので、

多量生産に適した方法である。

MD-A3型ポール盤

MD-H0 型ポール盤に自動途り装置を河対寸けた物であ

る。途り装置は手動、自動兩用にして、自動途りは3段

に雛化す。主軸述産は8段に燮化され、鏥鐵、鋼叉は非

鋤合金部品の加工に適する精密且っ能率的な竪ポ→レ盤で

ある。 MD型ポール盤には以上の3種類の標準へッドが

あり。機台には 1本立用、 2 本立用、 3本立用及ぴ4本

立用の4種類あり、之等に任意のへ.,ドを組合せて取イ寸

ける事が出來る。叉適當なへッド特殊機台に取付けて専

用機械として使用する事も出來る。

MD-H 3 型ポール弗斐

MD-H,型ポール盤の稍大型の物である。穿孔能力は

銅 25.4粍にして途り装置は手動専用である。主軸速度

は電動機の極數切換へ及ぴパックギ卞一により8段に燮化

する。

定寸内面研磨継用篭氣品

、、

羨▲電キ蜑
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MG450型研磨盤

MG450 型研磨盤は油駆式圓筒研磨盤にして、自動車

飛行機、其他の中形部轟.の多量生産用の能率的な研磨盤

である。テーづル上スインづは 175 粍、センター間の最大の

距畷は46()托にして砥石車用電動機は 10 馬力である。

自動横途り及ぴインフイードは主テーづルにより行はれ、

砥石台が固定して居る爲振遍少く精度が高い。

,.."

'1'、1
1毛シ'ニ、ぎ jミ轟、ニニー.'"

MD-H 1型ポール盤

MD-H,型ポール盤は、 MD-H。型、及ぴMD-A。型

'

、

ポーjレ盤主共に多速度誘導電動機を主体とした、簡單堅

牢な織迭を有し何れの速度に於ても振動少く極めて能率

的な竪ポー}レ盤である。穿孔能力は鯛 9.5粍にして途り

装置は手動専用である、主軸速慶は電動機の極數切換へ

により4段に饗化し、特別に高速で非鐵合金或ば輕金屬

の孔明に適す。
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郵

^

゛"

9吋電氣研出機

主として、自動車製池土場等にて、使用せられる込の

で、布珂財長の直徑は9吋である。従來のものより容量も

大きく、且っ一眉強力なものである'電座は 100ポルト、

交直兩用に使用出來て圓轉數は 3300 である。

高周波工具用誘導周波數鑾換機

小型電動工県類を 200サイクル前後の多相女流用主した

MD-A 3 沖!ポール盤

轟→

"ー

MD-H3型ポール盤

^

"

ー'

ものは、極々の黙で多くの利黙を持つて居る事は周知の

事であり、其の高周波電源として普通誘導電動稜電機が

使用される。當赴に於ても 5,10,25kvA の周波数雛換

^

タ

f

MD-H 11W ボー}レ翻{

、

MG-450 兀,1 研 号, 兜旦

,瓢

9 Π'

1'1L

' 1、
I f!J 研出機

f熱

移動式 5KVA 高周波工旦用誘導}轟波數發換機

ミ

"
)

武
卸

氣
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機を多数棚乍納入して居乙。

特に 5kvA のものは諸種の條件を考慮し、移動式の

ものとした。即ち誘導發電機と之を鷹動tる舗形電動機

凸を台車上に載せ、負荷の中心地に任意に移動して使用

し得ら札る。叉裂電機の容量に對して電動工県の使用個

數僅小の場合には電動工具の過熱の恐あ乙ため特にりア

クターを叢備したものもあ乙。

周波數燮換機用配電盤

別圖に示tは高周波電動工具電源用周波数奨換機の配

電盤であろ。電動機並に發電機一次側及二亥側共に過負

荷保護装置が完備されて居乙。伺負荷の性質上、比岐的

小容量の周波數塗換機を2翹.設備し、負荷の大小により

1) 1組の饗換機のみに負荷を掛け乙。

2) 1細.に至負荷を掛・け他方を郡負荷にする。

4

周波数耀換機用配電盤

63

同左用饋電盤

ゞe

子

.
叉,

a

3) 2 組.に略等分に負荷を掛・け乙。

等の操作が出來る饋置訓捲を準備tれぱ便利である。

高周波 101 型研磨機

齒車の面取酎乍業其他金型の製作等の如◇ド部分の研

磨に適するやうに棚乍したもので高周波標準電i1京 180サ

イクjレ 110 ポルト叉は 150 サイクル 100 ポルトに使用するも

のであ乙。回熱數は10400叉は9000、重量は僅かに lkg

である。使用の砥石はチ卞,Pクルに取付け直徑1叶以下の

ものに限ら札てゐ乙。

高周波電氣掃除機

高周波電動工具を使用する航室機工場、或は自動車製

造工場等にて全ビ電源より使用するために測乍せられた

もので構造は從來の直卷電動機付を三相徳形誘導電動機

付主した外は略同樣であろ。 180 サイクル 110 ポ1レト叉は

150 サイクル 100 ポjレトに使用せられろ。

ぎ

高周波 1侃測研既機

^イ^

.

高周波電氣掃除機

宅Y"ノ
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長年月の間、當赴は電鐵用電機品の製作を當祀郡戸製

作所にて行ひ、此種電機晶の研究、測乍に對し、及ぱホ

乍ら微力を致して來たのであるが、粂ねてより鏡意建設

中の當稚大阪工場内の車輔土場も、寳材難の折柄主は言

へ、關係各官應の御援助に依り、出來得る限りの斬新な

る設備を以つてその一部の完成を見たため、昨年末當赴

電織關係の大部分ば舉げてとの新設の六阪工場へ發展的

移弧〔を断行した。

茲に新設の工場へ移轉せるに際し、今後電鐵用機器製

作にも・一屠の努力を傾注し、折角産業報國に邁推すろ覺

悟を更に深めつつぁ乙次第である。

大形電氣機關車

直流15卯ポルト級大形電氣機關車

昭和 16年度には内地幹線用主して使用せられる貨物

列車牽引用EFI0形、100池電氣機關車0柄を知乍した

が、此等はいづれ、總括式に制御し得・ろ電氣的重連装置

を設けてある。

此種大形電氣桜關車は昨年産に引纏き多數製作中にて

羨'電井疑

^ 用 機

EF 形電氣機關車巴しては從來のものよりも一層張大な

る出力を有すろEF12形を始め占し、大陸各地にて渇望

されてゐる 85 池級電氣機關車00彌の測乍に對し、折

角努力中であろ。

猫昨年度製の六形電氣機關車に於ても數多の合理的寳

材節約を老慮して極力寳施したのであるが、銅材の代用

巴してアルミニユームを使用すべくアルミニ1ームの按合に開

して深く研究し、一方主電動機を始め補機、器具類及ぴ

配線等にアルミニ1ームを採用するために種々老慮し、既

に配絲の・一部に之を代用した次第である。

直流訊肋ポルト級大形電氣機關車

長大なる列車牽引用として廣軌大形の直流 3000ポルト

級電氣機關車が00鐵道局管下にて賓現するのも近き事

であらうし、其他にも内地、大陸の如何を問は中、各所

に於て此種の劃期的大計盡が表はれ來り、或ひは彈丸列

車と得へられ、或ひは超重列車と呼ぱれ、誠に我國電鐵

界の・一大飛躍を期tべき時期k立到つた親がある。

當赴巴しては此種電氣機關車の娘イ乍に關し、以前より

種々調査研究中であり、未だ詳細發表の機會を有せない

＼

'ず身*

畷圃

X
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事・は造憾であるが、主要器具の如きは既に試作を了へて

目下種々工場試驗中であり、 3000 ポ1レト 300 千口ワ.介級

主電動機、高駆補機及ぴ機器配置等は充分忙設計を進め

て居り、叉台車設計に於ても當赴獨特の車輪配置を設計

する等、此極電氣機關車至般に沙り譯細なる計識を進め

て居る。

毒

小形電氣機關車

昭和 16年度に於ける小圷グ遜氣"機關車の需唖は昭和 15

年虔より更に埒大し、1足つてⅡヒ踵車鯆の製作は荘だしき

繁忙の駄態に在つたが、鏡意工程を進めて4腔、5池及

ぴ6池の各種小形電氣機關車00鯆を先成した、然し猫

且つ目下鯲イ乍を急ぎつつぁるものぱ令令0棚に垂ん占t

ろ有様である。

當赴としては此種電氣機開車に對し、その使用される

場所の駄態をも老慮して膨K調査を巡めつつぁるが、製

作鯆数の瑜加tるに伴ひ、盆々此陸、屯朔に開tる經驗を

羨A電キ發

¥

,

65

命

も大ひに深めたのであつて、研究、經驗を兩輪占して、

小形電氣機關車の完壁を期して努力中である。

電車用生電動機

昭和 16年度には00省向以タトに、 00市竃氣局、 0

0電氣株式會赴、 0000電氣株式會赴其他へ合計00

0台の電車用主電動機を納入したが、下記に示すのはそ

の一覽表である。

'1

'

5 トン小形篭ヌ瑞些關車

命

^

型

mT、30

MB、172、LR

MB"172、NR

MB"74"L

4トン小形確氣機關車

容量

125 kw

50 HP

ーーー^ーーー^

50 HP

35 HP

5トン鑛山川小形確氣機關゛

應記

675V

60OV

60OV

60OV

コn

コ0

抗

軸受付

軸受付

/_ノ周尹
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電車用制御装置

市街電車用直接式制御装置としてKR型を00輔分製

作した。

大形電車用總括式制御装置としては、省線用主して

CS-5形主制御器00台及ぴ共他の部分品多數を剣乍し、

叉1,500ポ1レト、 4×10OHP級用 HL型制御装置0輔分を

00電氣軌道株式會赴へ納入した。

以上の他に 600ポルト、 4×60HP級用として、直列 10

ノッチ、並列 10ノッチ、計 20 /・りチを有する所謂多段高加

速度式のAIM型制御装置00輔分を受註し、取急ぎ0

輔分を棚乍の上納入した。

本制御装置の主制御器には薪型の電磁式單位スィ'"を

用ひ、その加速方式はとの電磁式單位スィ,りチの有する聯

動装置と、別に設けた限流鞭電器とを組.合せる事に依つ

命

4トン小形篭氣機關卓

て自動加速せしめろ凸云ふ電磁單位スィッチ式であつて、

加述時に於ける主制御器内可動部分の機械的1貫陛を、

つの單位スイ.,チの可動部分と云ふ一小部分に限定し、以

つてノ'りチの推みを敏活且つ正確とした特徴を有する新

規制御方式の、のである。

圖は本AIM型制御装置用主制御器及ぴ主幹制御器で

ある。

,、、

車鞆用戸閉装置

昨年慶に於ては名線電車用主して、 TK-3形戸閉機械

及ぴ其他の部分晶占共に、戸閉装置として00輔分を納

入し、叉一般各電鐵會赴向として000輔分を矧乍し

た。

從來廣く採用されて居る車柄用戸閉装置にあつては、

車掌スィ.Pチにて戸閉機械用電磁弁に電流を通じ、とれを

勵磁して居る間のみ扉は"開"の状態を保つと云ふ方式

のものであろため、各扉にて停車扉開き中、殊に絡端騨

忙て扉開き客待ちの闇に戸閉機械用電磁弁の勵磁が断た

れたろ場合、即ち架線に於ける停電、集電装置の操作、

戸閉装置用切換スィ.,チの操作等の如何忙依つては、乘客

の乘降中に突然扉の閉ぢる事のあると云ふ不都合を生中

るのである。

當赴は夙にとの黙を老慮し、かかる不都合を生ぜぎる

方式のものを如乍して居るのであろが、その概略は吹の

通りである。

<W-10-131 型生制御、器

麟

4

KL-42 型生幹制御器

1 """,1H
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即ち各戸閉機械に唯一個の電磁弁を設けろ事は普通一

般の方式通りであろが、唯との一個の電磁弁に"開"

"閉"二個の電磁コイルと簡單なろ機械的連鍵装置占を

設けると云ふ工夫を加へたのである。

依つて扉を開かんとする場合には"開"電磁コイルを

瞬時勵磁する事により、電磁弁はその弁部を開くと共に

聯鍵装置によb電磁弁は機械的に"開"の状態の儘巴な

り、扉は開かれる。扉閉の場合、同様の事が行はれる

のであつて、扉を開叉は閉とするに際しては電磁弁の
.

開"叉は"閉"のコイルを瞬時勵磁すろのみにてよ

く、扉が開叉は閉の各駄態に在つては戸閉機械には一切

電流を流れしめぎる雛造のものであろ。即ち戸閉機械用

電磁弁には電磁機械的瞬時勵磁式占も稱すべきものを用

ひたのである。

との方式とする時は先づ第一に電力の節約となり、車

掌スイッチの構造も簡單となるのみなら中、戸閉装置とし

ての操作も簡便古なると云ふ種々の特徴を有する事とな

るのであつて、 00市高速度鐵道ではその開通の籾より

との當赴製瞬時勵磁式戸閉装置を抓用され、其後も引纏

き捌乍納入して居るが、昨年度も00煽分納入した。

最近に至りとの儷時勵磁式戸閉装置も廣く認められろ

に至り、目下000柄分の獣H乍工事中000鯆分は本方

羨'電才蜑

号

,謡'邑
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式のものであつて、將來は益々廣く採用されるK至るで

あらう。

圖示の接披圖はとの瞬時勵磁式戸閉装置の一例であ

ろ。

膨

^

密着

'ン拶一、

血鄭働1

篭

頚

氣述結器

密着電氣連結器

昨年度の製品としては室氣式速力操作自動開閉カバー

付電氣連結器装置約 20 郁分を00高述度鐵道へ納入し

た。

他に上祀と同一方式の電氣連結器装置にて、電氣漣結

器中に主回路をも含む巴云'、新規の連結器装置を以前に

00電氣鐵道株式會赴へ納入したが、昨年來愈々現車に

取付けられて賓際に使用開始となつた。
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j 裸準型空氣づレー中装置

昨年度中に製作し九標準型室氣づレーキ叢置の主な乙

ものを列記tれぱ吹の通りである。

キ装置

型

羨▲電井蜑

S卜1・,3

鵬"純鯵鄭 1""

SME

DH-16

D-3-F

DH-16

DH-25

DH-25

DH-25

MH 16B-AK3

D-・3-F

D-4-S

MH57-AK4

AMA

A卜IN

2. ARE形室氣づレキー装置

電車に在つても、限られたる車鞆を捌、て激堆する尭客

に處すべく、開係老一同は等し,く考慮を拂つて居・り、既

に車鯆重最の輕減化、高加速度式制御装置等に於て見乙

べきものもあるが、同時に捌動機能向上の必、要なる事は

論を要さぬい處であらう。

茲に於て、今回鐵道省御指導の下に開發したARE 形

室氣づレーキ峡置は、との員的に沿ふーつの捌動力式で

あって、づレーキシリンダーの適當數を台車に設け、他に種

々の靭沙見性能の器具をも取付けてあるが、昨午度忙は織
電

道省向として本づレー千奘置を00煽分鯲作した。

3.客車用室氣づレーキ装置

長大なる高速列車のづレー千共置を更忙正俳且.掘力と

するために種々研究中の處、新たに客車用づレー牛峡置

に於て次の各器具の改良を行ひ夫々試作も先了した。

ア)客車用P三動辨

イ)客車用A動作辨

以上各新製作偏.中の主蓼な乙ものに就いては、適當の

桜會に詳述す乙事とす乙。

A卜IU

1

琴

NO.14EL

多数

他に蒸氣機關車、客車及び貨車用各室氣づレーキ装置

を多量に製作し九事を記して置く。

新設計の室氣づレーキ装置

元來室氣づレー千装置に關しても、當融は姉妹會靴た

る三斐重土業株式會靴と相携へて、長年月に渡り、獨

自の研究を推めて居乙が、その具體例を昨午度の成果に

就いて見るに、弐の如きを列擧し得・る

1.機械接觸式自動列車停止車上装置

此種列車停止車上共置は、既に數年前より數回に渡り

某市高述慶織道へ製作納入して居るが、今回鐵道省御指

導の下に更に研究を重ねたる結果、新たに設計の上試作

を完了し、種々の工場試驗も圓滑に終了したのであつ

て、重ねて現車試驗、近く行は札る豫定である。輸途鞘

慶の大なる地匝の列車に此種の自動列車停_止装置を設け

乙事は、一屡の安至性と一段の楡途力戯化を衡らすであ

らう。
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"迅速適確"は尖鏡化する新時代に於て最も要求され

る處の條件であるが、更に現下の超非常時に特別.多量

の組織贅材を要するとと無くとれを果すととを得る主す

れぱ、とれとそ單なる時宜を超へて永く重賓さるべき事

柄であらう。

最近工業、電氣事業方面に於て、電子管、放電管其の

他所謂竃子工學應用製品の利用が急増しつXある倩勢は

とれ等が潰性を伴は中高速度正確な動作をする事及ぴ銅

鋼寳材使用の比較的小なる事等から如上の時代的幻想も

想起されて、まさしく首肯出來る處である。

以下に御紹介するは當危昨年度製品の一端である。

硝子製水銀整流器

當赴の硝子製水銀整流器が、イづナイトロン理論による浸

漬黙孤極を採用して任意の瞬時に容易に黙孤を行ひ得る

事と低膨脹係數の封入導体並特殊硬質ガラスを使用して

耐熱耐電巫的に優秀なると巴Xを特徴として市場に途ら

れて以來需要は各方面から寳されて居ろが、昨年度は蓄

竃池充電用のものを多數糾乍したのでとれを御報告tろ

子工學應用

人電井發

GM-23型自動交換設備用水銀整流器

とれは自家用電話交換設備等に使用する蓄電池を充電

す.る目的に製乍されたもので、2 組の蓄電池を交互に充

電tる様になつて居り輕量小型で取扱も簡單になつて居

る。

GM-3型据置蓄電池用水銀整流器

とれは霞饗電所所内電源用蓄電池の充電に使用する目

的に建町乍されて居る。本器の出力電巫は 100~160V、

電流は 15Aから 30A迄同一型を使用する。据置蓄鼈

池用であるので浮動充電方式にて使用tるのが有利であ

つて、本器には電流調整用と徐て主塗巫器のタッづ饗換

装置の外に格子制御装置が附加してあろ。タッづ燮換装

置は 24スデ,づになつて居わ、本装置のみで定格電厘の

1~2%程度の細密調整が可能であるが、格子制御装置

を附ける事によつて直列加減抵抗器を省略す乙事が出來

而も更に微細調整が出來るので極めて有利である。

格子制御法は直流偏倚増減法によつて居り、主燮唖器

の三次卷線によつて得た格子電嘩を蓄電池回路に挿入し

たボテンシオメーターにより編倚し,て瓢賛隆を行β、のである。

.
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GM-32型据置蓄電池用水銀整流器

本器は前掲のもの XやX大型占なつたもので、出力側

電流 30~50A となつて居る。側部及後部は金網とたつ

て居るので冷却効果は大である。盤面もゆつたり取つて

あるのでぜネパギア式のタッづ焚換装置を前に出して保守

に便ιなしてあ乙。本器も亦格子制御装置附である。

イづナイトロン應用品

抵抗熔接器

我國に於てイづ寸イト0ン應用の先駆をなしたのは賓に

とのイづナイトロン、タイマー附電氣抵抗熔接機であつて、と

れは本機が熔接本來の叱、須要件たる「熔接材料の物理的

性質を著しく損せぬとと」「酸化作用の少なーとと」及

び「熔接熱による縫形の少ないとと」の三要素を充分に

浦し得る黙が逸早く經金屬加工技術の方面から認識せら

れた事によるのである。

従つて此の力面即ち航室機工業方面の需要は愈々堆加

し、棚乍多忙を極めて居る。

當年度の特徴として該機の使用範園が大体一定の見透

羨人電井契

キ

しに到逹し、特殊大容量機叉は極小容量機の發註は減少

し00乃至00 アン弌ア出力のものが大部分となつた。

叉時問制御の方法も複雜より簡明へ移りつXあり、愈々

賓用債値を高めて來て居ろ。

本熔接機に使用せられるイづナイトロンは硝子製、鐵糟

共に用ひられて居るが、此の度開礎されたMI-150型塾

流管は小型にして克く高性消Eを有し、制御盤内の取付を

簡潔ならしめて居乙。

磁化器

永久磁石の剣乍に使用する爲開發され九本器は、其の

後別の方面にその利用範園を擴大して盆々多量棚乍され

乙氣運となつて居る。そのーつは磁氣探傷器主しての利

用であつて本器によつて不可覗の鋳理も容易に談見する

ととが出來ろ。

叉もーつの利用は半サイクル熔接機としての利用であ

つて、特殊の掴嚇を設けてとれに被熔接材を挾み電流を

通中れぱ熔接が出來る。とれはパイメタjレ等の熔着に用ひ

て効果があるのである。

本磁化器には爲眞に見る如く構造様式に於て新な改造

を加へられた。嶌眞は磁化電流最大 30,00OA 出力のそ

れである。

ゞ

30,00OA イづナイトロン磁化器
50,00OA 電氣抵抗焼手妾機
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高速度逆電流檢出装置

直流性逆電流が發生後瞬時にし治減すろ場合例へぱ永

銀整流器に於ける逆弧の如き場合に於て、とれを瞬時に

檢出tる事は次の處置を容易に行ひ得る爲頗る有利な手

段であろが、之を行はしめるにマづネトロンを應用したー

形式が開發せられた。

マづネトロンは周知の如く磁界袈度を奨化せしむれぱ陽

極電流を急激に燮へる事が出來るのであるが、今との磁

界張座を檢出を行'、べき直流回路に關係せしめて置き常

時に於ては此の磁界張廣を陽極電流の始動臨界値以上に

保つ様にする。然る時直流回路に於て逆流が發生したと

すれぱ磁界強皮は低下せしめられ臨界値を過ぎろので陽

極の放電は開始されるに至るのである。

斯くて後は堆巾管を經て附屬づりム鞭電管を動作せし

める事が出來、續いて警報、鞭電器始動等を任意に適用

出來る譯占なるのであろ。

本装置を用'、れぱ 10→秒以上糎披する逆流現象は悉

く檢出出來得・るのである。

鳶眞は 32 頁に鍋城のものを御參照願う。

搬送式遠隔測定装置

衝流を搬途する方式にラ,りクタイづを採用して装置至体

コンパクトとな b取扱も便となつた本遠隔測定装置に當年

電座及電流の傳途装置を完成新種目を加へた。

瓣造は袰に紹介した積算電力計の傳途方式占類似、のも

のであるが、電座叉は電流要素から回轉磁界を得て薄平

板を回轉せしめ、との平板の小隊を通じ光量の燮化を得

て光電管を作用せしめる。

斯くて衝流を得れぱ以後は在來と同様にして搬途を行

ニ、のであろ。此等は近く某特高途電線に装架されて試験

される像定であろ。

眞空管式精密速度調整装置

本装置はワードレオナード制御の如き廣範圍の速度調塾を

行ふ場合に適當tるものであつて、廣範園の速度調整が

得られると共にその範圍内任意の速度を一定に保持し得

る處の装置である。即ち本装置にょれぱ電源電座其の他

の塑化が生じても電動機はとれに影郷されホ常に所要な

速度を一定に保ち得るのである。

嶌眞は三菱製紙會赴に納入した 50HPワードレオナード制

'電才發

御精密抄紙機運轉に使用される該装置を示すもので(蓋

を取外した處)熱陰極制御格子附放電管3個、増巾管 2

個、附屬燮座器及直流偏倚用整流装置等から組成されて

居る。

格子には陽極電座に對して90゜遲相の交流がかけられ

て居ろが、との電座値主偏倚電座値を適當に避むと凸に

より精密調整が可能εなる。

一般に眞室管による調整装置はその特性を被調整機器

の慣性に適合せしめるととに貴際上の問題があり注意を

要する處である。
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眞空營式結窟述度調整奘置
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眞室管應用品
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